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同
治
年
開
後
期
に
お
け
る
清
朝
洋
務
娠
の
日
本
論

|
|
李
鴻
章
の
場
合
を
中
心
と
し
て
|
|

佐

々

木

は

じ

め

に

一
日
清
修
好
傑
規
締
結
後
の
日
本
論

二
日
本
の
封
外
進
出
を
め
ぐ
っ
て
|
|
朝
鮮
と
蓋
湾

三

翠
湾
事
件
(
一
八
七
四
年
)

付
墓
湾
出
兵
と
朝
鮮

口

啓
一潤
出
兵
の
原
因
を
め
ぐ
っ
て

四
海
防
論
議
と
日
本

お

わ

り

に

は

じ

め

Uこ

揚

- 26ー

(
1〉

筆
者
は
、
拙
稿
「
同
治
年
聞
に
お
け
る
清
朝
官
人
の
封
日
観
に
つ
い
て

」
に
お
い
て
、
同
治
初
年
よ
り
一
八
七
一
年
(
同
治
一

O
年
〉
の
日

清
修
好
篠
規
締
結
ま
で
の
時
期
に
お
け
る
清
朝
官
人
の
日
本
論
に
つ
レ
て
検
討
し
た
。
本
稿
は
、
こ

の
績
編
と
し
て
、
同
治
末
年
、
即
ち
一
八

七
五
年
初
頭
ま
で
の
時
期
の
洋
務
涯
官
人
の
日
本
論
を
扱
う
。

(
2〉

と
こ
ろ
で
、
同
治
年
聞
の
日
中
関
係
に
つ
い
て
は
、
蒋
廷
献
や
金
基
赫
が
そ
の
通
史
的
研
究
の
中
で
燭
れ
て
い
る
外
、

日
清
修
好
傑
規
、
琉



(
3〉

球
鯖
属
問
題
、
蓋
脅
出
兵
と
い
っ
た
個
別
的
問
題
に
即
し
て
、
研
究
が
す
す
め
ら
れ
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
研
究
に
お
い
て
は
、
清
園
側
首
事
者

が
、
そ
の
時
々
の
情
況
に
お
い
て
、

日
本
の
政
策
を
ど
の
よ
う
に
見
て
い
た
か
と
い
う
こ
と
が
、
部
分
的
に
言
及
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が

ら

日
本
に
お
け
る
明
治
維
新
出
演
革
、
及
び
日
清
修
好
篠
規
締
結
に
よ

る
日
中
関
係
の
新
展
開
と
い
う
時
代
の
趨
勢
を
背
景
と
し
て
、
同
時
代
の
清
朝
官
人
が
錘
わ
り
つ
つ
あ
る
日
本
に
つ
い
て
如
何
な
る
イ
メ
ー
ジ

一
八
六
、

七
0
年
代
を
通
じ
て
、
中
園
に
お
け
る
洋
務
運
動
の
展
開
、

叉
彼
ら
は
そ
の
日
本
観
を
ふ
ま
え
て
ど
の
よ
う
な
針
日
政
策
を
構
想
し
た
か
、
と
い
っ
た
問
題
は
、
こ
れ
ま
で
十
分
論
ぜ

(
4〉

ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
本
稿
は
、
か
か
る
問
題
に
接
近
す
る
一
階
梯
と
し
て
、
同
治
年
間
後
期
に
お
け
る
洋
務
涯
官
人
、
と
り
わ
け
直
隷

総
督
北
洋
大
臣
と
し
て
劉
日
交
渉
の
衝
に
嘗
っ
た
李
鴻
章
の
場
合
を
中
心
と
し
て
、
そ
の
日
本
論
を
検
討
す
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
す
る
。

(
5〉

主
と
し
て
『
饗
掛
夷
務
始
末
』
と
『
李
文
忠
公
全
集
』
と
に
依
接
し
て
い
る
。
漢
文
史

を
抱
い
て
い
た
か
、

向
、
史
料
と
し
て
は
、
本
稿
は
、
前
稿
と
同
じ
く
、

料
以
外
で
は
、
嘗
時
の
日
本
論
が
如
何
な
る
情
報
源
に
基
づ
い
て
い
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、

『ノ

l
ス
・
チ
ャ
イ
ナ
・
ヘ
ラ
ル
ド
』

(
同

3E
足。、
H
p
n
p
s
b
同
町
ミ
ミ

b
R
同
句
史
、
之
さ
内
向
。
足
立
仏
仰
向
。
冶
室
内
号

C
b
N
町HH
る
を
調
査
し
た
。
総
理
街
門
も
李
鴻
章
も
、

(

6

)

 

0
年
代
は
じ
め
よ
り
、
開
港
場
で
護
行
さ
れ
る
欧
文
新
聞
を
翻
諜
さ
せ
て
海
外
事
情
を
知
る
手
が
か
り
と
し
て
お
り
、
同
紙
は
か
か
る
欧
文
新

(
7〉

聞
の
代
表
的
存
在
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
同
治
年
聞
に
お
い
て
は
、
清
朝
の
官
僚
が
日
本
へ
赴
く
こ
と
は
殆
ど
な
か
っ
た
の
で
、
彼
ら
は
現

一
八
六

- 27-

寅
の
日
本
の
動
向
に
つ
い
て
論
ず
る
際
、
新
聞
報
道
に
依
援
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
。

日
清
修
好
俊
規
締
結
後
の
日
本
論

先
ず
前
稿
の
要
旨
を
筒
車
に
述
べ
て
お
こ
う
。

一
八
六

0
年
代
は
じ
め
よ
り

一
部
の
清
朝
官
人
は
、
洋
務
運
動
の
提
唱
と
い
う
文
服
の
中
で
、
同
時
代
の
日
本
の
動
向
に
注
目
し
は
じ
め

た
。
彼
ら
の
日
本
論
は
、
大
韓
次
の
よ
う
に
整
理
し
う
る
。
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←ぅ

日
本
は
新
式
の
武
器
や
般
船
の
購
入
・
製
造
・
使
用
、
欧
米
へ
の
留
事
生
涯
遣
と
い
っ
た
自
強
政
策
を
推
進
し
て
お
り
、
こ
の
結
果
列



tコ
強
の
侵
略
に
封
し
中
園
よ
り
も
有
利
に
封
鹿
し
て
い
る
。

明
代
の
倭
冠
の
故
事
に
鑑
み
、
日
本
が
自
強
を
遂
行
し
て
強
闘
化
す
れ
ば
、
中
園
に
と
っ
て
脅
威
と
な
る
。
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伺

日
本
は
朝
鮮
併
呑
を
企
て
る
か
も
し
れ
ず

こ
の
貼
で
英
併
米
よ
り
も
危
険
で
あ
る
。

一
入
七

O
年
秋
日
本
が
柳
原
前
光
を
涯
遣
し
て
日
清
俊
約
締
結
を
求
め
る
と
、
清
園
側
は
、
右
の
よ
う
な
認
識
に
立
脚
し
て
、
こ
れ
に
腰
じ

た
。
翌
年
に
は
直
隷
綿
督
北
洋
大
臣
李
鴻
一
章
を
中
心
と
し
て
三
度
に
わ
た
り
封
日
篠
約
草
案
が
作
成
さ
れ
る
。
清
園
側
で
は
、
李
鴻
章
を
全
権

代
表
、
篠
約
草
案
の
起
草
に
首
っ
た
署
江
蘇
布
政
使
鹿
賀
時

・
津
海
閥
道
陳
欽
を
そ
の
補
佐
と
し
て
、

一
八
七
一
年
七
月
に
来
牽
し
た
日
本
全

権
伊
達
宗
城
と
の
交
渉
に
臨
み
、

日
本
側
の
主
張
を
お
さ
え
て
清
園
側
草
案
に
則
っ
た
日
清
修
好
篠
規
の
締
結
に
成
功
す
る
。
向
軒
目
傑
約
締

結
の
方
針
は
、
基
木
的
に
、
自
強
を
す
す
め
つ
つ
あ
る
日
本
を
中
園
の
敵
と
し
て
は
な
ら
ぬ
と
い
う
剣
断
に
基
づ
い
て
い
た
が
、
清
園
側
蛍
事

者
は
、
幕
末
以
来
の
日
本
の
自
強
努
力
を
注
視
し
て
い
た
も
の
の
、
同
時
代
の
明
治
維
新
盤
革
に
は
注
目
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。

- 28ー

さ
て

一
八
七
一
年
九
月
二
二
日
に
調
印
さ
れ
た
日
清
修
好
俊
規
は
、
封
日
交
渉
に
あ
た

っ
て
清
園
側
が
意
固
し
た
目
的
を
ほ
ぼ
満
足
さ
せ
る

(

8

)

 

も
の
で
あ
っ
た
。
李
鴻
一章
は
、
同
年
一
一
月
二
五
日
附
の
一
踊
建
巡
撫
王
凱
泰
宛
書
簡
で
、

だ
諸
侯
、
擢
を
撞
に
し
、
列
園
紛
争
に
似
た
る
あ
り
e

明
の
成
租
強
て
封
じ
て
日
本
王
と
帰
し
て
よ
り
後
三
百
徐
年
、

日
本
は
頗
る
西
人
に
引
重
せ
ら
る
。
そ
の
製
造

・
鍛
廠

・
鍛
路

・
練
兵

・
設
聞
は
一
に
西
洋
の
震
す
所
に
佑
い
、
志
は
小
に
在
ら
ず
。

か
え

近
く
各
藩
を
撤
し
京
に
回
す
。

た

議
論

一
な
ら
ず
。

質
に
我
を
闘
る
の
心
な
し
。

倭
患
、
途
に
起
る
。

今
中
園
こ
れ
に
逼
一
面
議
約
す
る
を
肯
ず
る
に
よ
り

喜
び
望
外
に
出
で
、

願
い
て
此
に
従
う
。

日
本
は
鹿
藩
置
牒
に
よ
る
圏
内
不
和
の
故
に
中
園
侵
略
を
企
て
る
こ
と
は
な
く
、
中

(
9
)
 

園
が
修
好
篠
規
締
結
に
臆
じ
た
こ
と
で
満
足
し
て
い
る
と
い
う
祭
観
的
な
見
通
し
を
述
べ
た
。

と
こ
ろ
で
、
日
清
修
好
篠
規
締
結
後
に
お
い
て
も
、
一
八
六

0
年
代
か
ら
見
ら
れ
た
、
中
闘
に
お
い
て
自
強
政
策
を
推
進
す
る
た
め
に
日
本

と
し
て
、

日
本
の
欧
化
政
策
の
成
果
を
認
め
な
が
ら
も
、



一
八
七
二
年
一
月
二
三
日
、
内
閣
事
土
宋
音
が
上
奏
し
て
、
一
幅
州
船

(

ω

)

 

政
局
と
江
南
製
造
局
と
で
建
造
し
て
い
る
汽
船
は
質
際
の
役
に
立
た
ず

E
額
の
園
費
を
浪
費
し
て
い
る
と
し
て
、
造
船
の
停
止
を
提
言
し
た
。

北
京
政
府
は
即
日
こ
れ
に
つ
い
て
南
江
綿
督
曾
園
藩
な
ど
五
名
の
聞
係
地
方
大
官
に
諮
問
を
設
し
、
四
月
七
日
に
は
李
鴻
-
章
一
な
ど
三
名
に
封
し

(

江

)

て
も
意
見
を
求
め
た
。
諮
問
を
受
け
た
地
方
大
官
は
、
大
む
ね
、
経
費
が
議
定
額
を
超
過
し
且
つ
汽
船
の
性
能
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
を
認
め

の
事
例
を
引
合
い
に
出
す
と
い
う
こ
と
が
、
引
績
き
見
ら
れ
る
。
即
ち
、

な
が
ら
も
、
造
船
を
績
行
す
べ
き
で
あ
る
と
答
申
し
、

と
り
わ
け
李
鴻
章
一
は
、
園
産
汽
船
を
用
い
民
間
資
本
を
導
入
し
て
海
運
曾
祉
を
設
立
す

(

刊

以

)

る
計
董
を
立
て
、
翌
年
に
は
こ
れ
に
基
づ
き
輪
船
招
一
商
局
が
設
立
さ
れ
る
。

そ
れ
は
さ
て
お
き
、
曾
園
藩
・
李
鴻
章
は
、
造
船
の
績
行
を
読
く
際
、
い
ず
れ
も
日
本
の
こ
と
に
論
及
し
て
い
る
。
即
ち
曾
園
藩
は
、

七
二
年
三
月
七
日
受
理
の
総
理
街
門
宛
書
簡
で
、
自
強
を
園
る
た
め
に
は
造
船
を
中
止
し
て
は
な
ら
ぬ
と
し
て
、

)¥ 

泰
西
各
園
の
輪
船
、
多
く
且
つ
精
な
る
は
固
よ
り
、

日
本
、
東
隅
に
僻
在
す
る
に
、
新
樹
の
輪
船
ま
た
少
な
か
ら
ず
と
聞
く
。
彼
量
に
経

- 29ー

費
を
惜
ま
ざ
ら
ん
や
。
さ
て
ま
た
園
を
謀
る
者
は
や
む
を
え
ざ
る
所
あ
る
な
り
c

(

日

)

と
述
べ
て
い
る
。
叉
李
鴻
章
は
、
三
月
五
日
附
曾
園
藩
宛
書
簡
で
、

か

ぎ

か

ぎ

師
門
(
曾
園
藩
)
は
本
造
船
を
創
議
す
る
の
人
、
自
ず
か
ら
須
く
定
見
を
力
持
す
ベ
し
。
但
、
之
を
貝
る
の
財
あ
り
て
、
之
を
貝
る
の
才
な

た

だ

ゆ

ず

し
。
濁
に
西
洋
に
遠
く
遜
る
の
み
な
ら
ず
、
抑
も
買
に
日
本
に
如
か
ず
。
日
本
、
蓋
し
そ
の
君
よ
り
主
持
し
て
、
臣
民
心
を
一
に
し
力
を

や

日
に
生
じ
て
窮
さ
ず
c

中
土
は
則
ち

一
、
二
の
外
臣
之
を
持
し
、
朝
に
議
し
タ
に
遷
り
、
早
に
作
り
晩
に
頼
む
。

併
す
。
則
ち
財
と
才
、

固
よ
り
敢
て
そ
の
終
極
す
る
所
を
量
ら
ざ
る
な
り
。

と
論
じ
、

(
U〉

日
本
で
は
君
臣
が
一
瞳
と
な
っ
て
自
強
に
遁
準
し
て
い
る
こ
と
と
封
比
し
て
、
中
園
の
現
状
を
痛
烈
に
批
剣
し
て
い
る
。

さ
ら
に
李
鴻
章
は
、
六
月
二

O
日
造
船
問
題
に
つ
き
長
文
の
上
奏
を
呈
し
て
、
西
洋
の
侵
略
に
封
抗
す
る
た
め
に
は
火
器
・
艦
船
を
西
洋
に

事
ば
ね
ば
な
ら
ぬ
と
し
た
上
で
、

433 

日
本
は
小
固
た
る
の
み
。
近
く
西
洋
と
通
一
商
し
、
鍛
廠
を
添
設
し
、
輪
船
を
多
造
し
、
西
用
軍
器
を
襲
用
す
。
彼
量
に
西
園
を
固
る
の
志
あ



434 

ら
ん
や
。
蓋
し
自
保
の
計
を
帰
す
な
り
。

ま
さ

日
本
方
に
自
保
を
欲
し
、
而
し
て
我
中
園
を
信
視
す
。
中
園
自
ら
計
を
魚
さ
ざ
る
べ

け
ん
や
。

と
論
じ
て
、

日
本
の
例
を
奉
げ
且
つ
日
本
に
劉
抗
す
る
た
め
に
も
、
自
強
の
一
環
と
し
て
の
造
船
を
停
止
し
て
は
な
ら
ぬ
と
し
た
。

つ
い
で
彼

は
洋
式
軍
艦
を
用
い
て
の
海
防
に
つ
い
て
詳
論
し
、
さ
ら
に
織
と
石
炭
を
園
産
す
る
必
要
を
説
い
て
、

い
ま

日
本
は
現
西
法
を
用
い
て
煤
織
の
蹟
を
聞
き
、
以
っ
て
大
利
を
興
す
を
聞
く
。
ま
た
船
器
と
相
表
裏
を
属
す
に
よ
る
。

(

日

)

と
述
べ
て
い
る
。
李
鴻

-一章
自
身
の
洋
務
に
劃
す
る
関
心
が
、
武
器

・
艦
船
と
い
っ
た
軍
事
技
術
か
ら
一
般
的
な
近
代
産
業
へ
と
そ
の
範
園
を
讃

げ
て
い
く
に
つ
れ
て
、
そ
の
日
本
論
が
取
り
上
げ
る
封
象
も
繍
大
し
て
い
っ
た
と
言
え
る
。

日
本
の
劉
外
進
出
を
め
ぐ

っ
て
|
|
朝
鮮
と
豪
商

一
八
七
一
年
二
|
三
月
、

ア
メ
リ
カ
駐
清
公
使
ロ
ウ

(
回
り
円
四
円
凶
巾
江
口
}内

m
J
F
0
4『
〉

は
、
本
園
政
府
の
命
を
受
け
て

シ
ャ

1
7
ン
致
事
件
調

一 30ー

こ査
の及
旨び
線、朝
理鮮
街と
門の
に通
停商
え f~
て約
い締
た16結
。〉の

た
め

ロ
ジ
ャ
ー
ス

Q
0
7
口

問

ot巾
同凹
〉
少
将
磨
下
の
艦
隊
を
伴

っ
て
朝
鮮
へ
赴
く
こ
と
を
計
重
し
、

か
か
る
ア
メ
リ
カ
の
動
き
に
闘
し
、
李
鴻
章
は
四
月
九
日
附
総
理
衛
門
宛
書
簡
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
は
朝
鮮
と
傑
約
を

結
ぶ
の
が
目
的
で
あ

っ
て
朝
鮮
を
攻
撃
す
る
意
聞
は
な
い
。
他
方
日
本
は
、

「
一
該
圏
政
紀
」
が
記
す
如
く
、

は
る
か
以
前
か
ら
朝
鮮
併
呑
を
狙

し
か
も
西
洋
諸
国
と
は
友
好
関
係
に
あ
る
の
で
、
朝
鮮
は
お
そ
ら
く
車
濁
で
は
封
抗
し
え
ず
、
も
し
そ
う
す
れ
ば
日
本
は
朝
鮮
の

最
大
の
患
い
と
な
ろ
う
。
た
だ
新
聞
報
道
に
よ
れ
ば
、
日
本
で
は
政
府
高
官
が
-
暗
殺
さ
れ
、
圏
内
が
不
和
で
お
そ
ら
く
内
凱
が
起
こ
る
で
あ
ろ

(

臼

)

う
か
ら
、
首
面
は
西
洋
人
を
助
け
て
朝
鮮
侵
略
を
謀
る
こ
と
は
あ
る
ま
い
。
以
上
の
よ
う
に
李
鴻
章
は
ア
メ
リ
カ
よ
り
も
日
本
の
朝
鮮
に
針
す

っ
て
お
り
、

る
脅
威
を
重
視
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
際
彼
が
依
援
し
た
の
は
頼
山
陽
の
『
日
本
政
記
』
で
あ
り
、
蛍
時
の
日
本
の
封
外
進
出
志
向
の
質
情

を
知
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
叉
日
本
で
内
凱
が
起
こ
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
観
測
は
、

(

問

)

に
基
づ
い
て
い
た
。

『ノ

l
ス
・
チ
ャ
イ
ナ
・
へ
ラ
ル
ド
』
の
記
事



米
朝
聞
に
戦
闘
が
開
始
さ
れ
る
。
結
局
米
艦
隊
は
所
期
の
目
的
を
達
す
る
こ
と
な
く
、

ロ
ウ
公
使
は
出
震
に
先
立
ち
清
朝
を
通
じ
て
朝
鮮
に
交
渉
開
始
を
求
め
て
い
た
が
、
朝
鮮
は
こ
れ
を
拒
絶
し
、
六
月
一
日
漢
江
口
に
お
い
て

(

悶

〉

七
月
三
日
朝
鮮
よ
り
撤
退
し
た
。

こ
の
米
朝
聞
の
衝
突
は
日
清
闘
係
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
即
ち
、
こ
の
時
李
鴻
章
の
も
と
で
は
、
陳
欽
と
雁
費
時
に
よ
り
封
日
篠
約
最
終

草
案
が
作
成
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
が
、
陳
欽
は
、
米
朝
衝
突
に
つ
い
て
、

み
な

そ
れ
匡
匡
た
る
高
麗
を
以
っ
て
彼
な
お
之
を
畏
る
。
も
し
我
再
に
能
く
日
本
と
連
合
せ
ば
、
則
ち
東
方
各
園
、
そ
の
撃
勢
均
己
に
聯
絡
せ

た
と

一
旦
事
あ
ら
ば
、
縦
え
そ
の
-
脅
助
を
得
難
き
も
、
亦
彼
の
接
慣
を
断
つ
ベ
し
。
或
は
亦
西
人
を
制
す
の
一
一
法
な
ら
ん
。

ん

と
論
じ
て
「
聯
日
制
西
」
を
主
張
し
、
こ
の
結
果
、
最
終
草
案
に
、
日
清
攻
守
同
盟
と
も
解
穫
し
う
る
一
種
の
相
互
援
助
傑
項
が
新
た
に
揺
入

(

初

〉

さ
れ
る
。
李
鴻
章
は
、
前
年
柳
原
使
節
圏
と
接
燭
し
た
時
か
ら
日
本
を
中
園
の
「
外
援
」
と
し
た
い
と
の
考
え
を
表
明
し
て
い
た
が
、
六
月
二

(

匁

)

一
一
日
附
王
凱
泰
宛
書
簡
で
は

「
東
を
以

っ
て
西
を
制
す
の
設
は
本
よ
り
侍
む
に
足
ら
ず
」
と
述
べ
て
お
り
、

日
清
傑
約
を
同
盟
傑
約
と
す
る
こ

と
に
は
必
ず
し
も
乗
り
気
で
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
故
、
最
終
草
案
に
相
互
援
助
篠
項
が
播
入
さ
れ
た
の
は
、
朝
鮮
に
よ
る
米
艦
隊

撃
退
が
そ
の
契
機
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
。
こ
の
篠
項
は
、
伊
達
使
節
圏
の
反
劃
を
押
し
切
っ
て
、

日
清
修
好
篠
規
第
二
僚
と
し
て
確
定
す

- 31ー

る。

一
八
七
一
年
八
月
の
摩
藩
置
燃
を
機
舎
に
外
務
省
は
封
馬
藩
よ
り
劃
朝
鮮
外
交
事
務
を
接
牧
し
、
さ

ら
に
一
二
月
副
島
種
臣
の
外
務
卿
就
任
後
、
日
本
政
府
は
劃
朝
外
交
の
改
革
を
す
す
め
て
、
七
二
年
一

O
月
に
は
そ
れ
ま
で
封
朝
交
渉
の
窓
口

で
あ
っ
た
釜
山
の
草
梁
倭
館
を
外
務
省
管
轄
下
に
移
し
た
。
こ
れ
を
も
っ
て
封
馬
が
数
世
紀
聞
に
わ
た
り
果
し
て
き
た
日
朝
外
交
の
措
嘗
者
と

こ
こ
で
日
本
の
朝
鮮
政
策
を
見
れ
ば
、

し
て
の
役
割
に
終
止
符
が
打
た
れ
る
が
、
朝
鮮
側
は
こ
の
措
置
を
認
め
ず
、
日
朝
聞
の
公
的
関
係
は
そ
の
後
一
八
七
六
年
二
月
の
日
朝
修
好
俊

ハ
勾
)

規
締
結
の
時
ま
で
断
た
れ
る
こ
と
に
な
る
。

又
一
八
七
二
年
秋
よ
り
、
日
本
政
府
内
部
に
お
い
て
は
、
朝
鮮
問
題
へ
の
開
心
に
加
え
て
、
前
年
末
の
蓋
轡
生
蕃
に
よ
る
琉
球
難
民
殺
害
事

一
八
七
三
年
二
月
、
同
治
帝
の
親
政
慶
賀
と
日
清
修
好
篠
規
批
准
交
換
と

435 

件
を
契
機
と
し
て
蓋
湾
出
兵
が
検
討
さ
れ
て
い
た
。
日
本
政
府
は
、
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の
た
め
に
、
副
島
外
務
卿
を
清
園
涯
遣
全
権
大
使
に
任
命
す
る
が
、
副
島
は
こ
の
機
舎
を
と
ら
え
て
朝
鮮
及
び
蓋
漕
に
射
す
る
清
園
の
態
度
を

確
認
す
る
と
い
う
使
命
を
も
捲
っ
て
い
た
。
副
島
大
使
は
四
月
三

O
日
李
鴻
章
と
の
聞
で
修
好
俊
規
批
准
交
換
を
す
ま
せ
、
六
月
二
九
日
同
治

(

お

〉

七
月
九
日
天
津
よ
り
出
闘
す
る。

一帝一
に
謁
見
し
、

そ
れ
で
は
こ
の
間
清
園
側
で
は
日
本
の
封
外
進
出
志
向
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
認
識
を
抱
い
て
い
た
か
。
李
鴻
章
は
、

一
八
七
三
年
に
入
る

と
、
日
本
の
朝
鮮
侵
略
に
劃
す
る
懸
念
を
再
び
表
明
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
即
ち
、
清
園
最
初
の
遣
米
留
事
生
園
の
監
督
と
し
て
渡
米
中
の
陳

蘭
彬
は

一
八
七
二
年
一
二
月
四
日
附
の
天
津
道
蓋
丁
蕎
昌
宛
書
簡
で
、

日
本
は
ア
メ
リ
カ
で
レ
ミ
ン
ト
ン

(MNgHE∞
円
。
ロ
)
式
後
装
銃
の

弾
丸
八
千
直
接
を
購
入
し
軍
艦
二
隻
を
護
注
し
て
い
る
、

叉
日
本
は
朝
鮮
に
出
兵
す
る
と
言
っ
て
お
り
、

さ
ら
に
中
園
が
朝
鮮
を
助
け
る
で
あ

査
す
る
に
、

七
三
年
二
月
二
六
日
附
組
理
衛
門
宛
書
簡
で
、

日
本
、
使
を
一
仮
し
て
高
麗
に
往
か
し
め
、
朝
貢
を
責
問
す
。
向
未
だ
下
文
若
何
を
聞
か
ず
。
弦
に
構
兵
を
盤
稽
し
、
並
び
に

と
知
ら
せ
て
き
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
李
鴻
章
は
、

ろ
う
旨
言
明
し
て
い
る
、

中
園
が
高
麗
を
助
く
と
宣
言
す
e

意
、
殊
に
詑
請
な
り
。
そ
の
精
利
の
鎗
械
を
贋
製
す
る
は
、
固
よ
り
志
小
に
在
ら
ざ
る
な
り
。

(
M〉

と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
日
本
が
朝
鮮
に
朝
貢
を
要
求
し
た
と
い
う
の
は
、
幕
府
征
韓
計
童
に
闘
す
る
一
八
六
七
年
の
八
戸
順
叔
新
聞
寄
稿
事

問
題
を
契
機
と
す
る
日
朝
聞
の
紛
糾
を
指
し
て
い
る
の
か
、

- 32ー

件
を
指
し
て

い
る
の
か
、

(

お

)
ぃ
。
と
ま
れ
李
鴻
章
が
こ
の
問
題
の
そ
の
後
を
知
ら
ぬ
と
言
っ
て
い
る
の
は
、
彼
が
こ
の
時
期
の
日
朝
関
係
に
つ
い
て
情
報
を
得
て
い
な
か
っ

或
い
は
六
九
年
初
頭
以
降
の

「書
契
」

詳
ら
か
で
な

た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

さ
て
五
月
一
日
、
李
鴻
章一
は
副
島
種
臣
と
長
時
間
に
わ
た
り
舎
談
し
た
。
こ
の
時
副
島
は
外
交
問
題
に
つ
い
て
詳
論
し
、

日
本
の
園
際
的
地

位
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
鋭
意
努
力
し
て
い
る
こ
と
や
治
外
法
権
が
欧
米
列
園
聞
で
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
を
述
べ
、
李
鴻
章
に
強
い
印

象
を
興
え
た
が
、
朝
鮮
問
題
に
は
燭
れ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
李
鴻
章
が
日
朝
関
係
は
卒
和
友
好
で
あ
る
の
か
否
か
を
問
う
た
と
こ
ろ
、
副
島
は

次
の
よ
う
に
答
え
た
。

朝
鮮
は
世
々
本
園
封
馬
島
の
諸
侯
と
、
通
一
商
す
。
園
主
、
政
に
臨
み
、
諸
侯
、
藩
を
撤
し
て
よ
り
、
朝
鮮
の
使
間
途
に
絶
ゆ
。
屡
次
人
を
涯



か

ま

い

ま

な

し
て
往
設
す
る
も
、
一
議
一
圏
之
を
置
き
て
理
わ
ず
。
書
詞
は
頗
る
倣
慢
多
し
。
現
仰
お
使
を
遣
し
勘
轍
す
。
永
く
好
み
嫌
無
き
を
得
る
を
翼

い
、
貫
に
侵
陵
用
武
の
意
な
し
。

こ
れ
に
射
し
李
鴻
章
は
、

近
郊
は
尤
も
和
睦
を
要
む
。
朝
鮮
能
く
西
洋
を
拒
む
。
園
小
に
し
て
完
、
法
美
皆
な
志
此
に
在
ら
ず
。
貴
園
既
に
西
洋
と
通
商
す
。
も
し

朝
鮮
に
事
あ
ら
ば
、
人
終
に
大
を
挟
み
て
小
を
欺
く
と
謂
わ
ん
。
殊
に
美
名
に
あ
ら
ず
。
況
ん
や
中
園
約
章
と
合
わ
ず
。

〈
M
m
)

日
本
の
朝
鮮
侵
略
を
牽
制
し
た
。

と
述
べ
、
傍
米
の
侵
攻
の
例
を
引
き
且
つ
日
清
修
好
篠
規
を
援
用
し
て
、

「
日
本
は
琉
球
の
た
め
に
蓋
湾
生
番
劫
殺
を
申
理
せ
ん
と
欲
す
」
と
い
う
新
聞
情
報
が
届
い
て
い

た
。
だ
が
副
島
は
こ
の
問
題
に
言
及
せ
ず
、
李
鴻
-
章
は
、
清
園
側
で
既
に
措
置
を
講
じ
て
い
る
か
ら
外
園
人
が
こ
れ
に
籍
口
す
る
こ
と
は
あ
る

(

幻

)

ま
い
、
と
判
断
し
て
い
た
。

と
こ
ろ
で
こ
の
時
李
鴻
章
の
も
と
に
は
、

- 33ー

副
島
大
使
は
五
月
七
日
北
京
に
入
り
、
謁
見
儀
撞
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
組
理
衛
門
と
折
衝
を
績
け
る
中
で
、
六
月
二
一
日
障
員
の
柳
原
前
光
と

鄭
永
寧
を
総
理
衛
門
へ
振
遺
し
て
朝
鮮
及
び
蓋
濁
問
題
に
つ
い
て
の
清
園
側
の
見
解
を
打
診
さ
せ
た
。
穂
理
衛
門
は
、
朝
鮮
は
「
層
圏
」
で
は

あ
る
け
れ
ど
も
「
封
加
献
貢
ノ
典
ヲ
存
ス
ル
而
己
」
で
、
清
園
は
そ
の
「
内
政
教
令
」
に
も
「
和
戦
権
利
」
に
も
干
輿
し
な
い
と
述
べ
た
。

蓋

構
に
闘
し
て
は
、
生
蕃
は
「
之
ヲ
化
外
一
一
置
キ
甚
タ
理
ス
ル
事
ヲ
潟
」
さ
ず
、
「
我
政
教
ノ
逮
及
セ
不
ル
所
ナ
リ
」
と
回
答
し
た
。
柳
原
が
、

蓋
潤
へ
「
使
ヲ
出
シ
テ
其
罪
ヲ
間
ハ
ン
ト
ス
」
と
述
べ
た
の
に
劃
し
て
は
、
殺
害
さ
れ
た
の
は
清
園
の
藩
属
た
る
琉
球
園
民
で
あ
っ
て
日
本
人

(

お

〉

で
は
な
い
と
し
た
。
こ
の
舎
談
は
日
本
に
蓋
潤
出
兵
の
根
擦
を
輿
え
る
こ
と
に
な
る
が
、
曾
談
内
容
に
つ
い
て
の
公
式
の
外
交
文
書
は
作
成
さ

〈

勾

)

れ
な
か
っ
た
。

総
理
街
門
か
ら
柳
原
と
の
舎
談
に
つ
い
て
知
ら
さ
れ
た
李
鴻
-
章
は
、
七
月
九
日
附
同
街
門
宛
書
簡
で
次
の
よ
う
に
論
じ
た
。
先
ず
琉
球
難
民

殺
害
事
件
に
関
し
て
は
、
線
理
衛
門
の
見
解
に
同
意
し
て
、
こ
れ
は
元
来
日
本
と
は
関
係
が
な
く
、
た
と
え
日
本
側
が
薩
摩
・
琉
球
聞
に
は
奮

交
が
あ
る
の
で
代
っ
て
不
卒
を
抱
く
と
い
う
に
せ
よ
、
琉
球
は
中
園
の
属
国
で
あ
る
か
ら
自
ら
申
訴
す
れ
ば
よ
く
、
日
本
が
代
詞
す
る
必
要
は

437 
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な
い
と
し
た
。
他
方
日
本
の
針
朝
意
聞
に
閲
し
て
は
、
李
鴻
章
は
強
い
危
慎
の
念
を
示
し
て
、

わ
た

朝
鮮
は
我
が
東
土
の
界
蔽
た
り
。
前
明
の
高
歴
年
間
、
卒
秀
吉
、
三
韓
に
大
奉
し
、
遼
東
を
度
り
て
燕
京
を
園
る
の
志
あ
り
。
明
は
故
に

丘
ハ
を
興
し
て
之
を
援
け
ざ
る
を
え
ず
。
蓋
し
日
本
、
陸
軍
は
水
軍
に
較
べ
、
強
し
と
帰
す
e

朝
鮮
を
去
る
こ
と
又
最
も
近
し
。
倭
、
江
漸

を
冠
す
も
、
向
こ
れ
沿
海
肢
鰻
の
患
、
倭
、
高
麗
を
侵
さ
ば
、
遼
京
根
本
の
憂
と
矯
ら
ん
。

(ω) 

と
論
じ
、
中
園
の
安
全
に
と
っ
て
は
江
蘇

・
新
江
よ
り
も
朝
鮮
の
方
が
重
要
で
あ
る
と
し
た
。

副
島
大
使
は
開
路
天
津
に
立
寄
り
、

七
月
七
日
李
鴻
章
と
舎
見
し
た
。
こ
の
時
副
島
は
朝
鮮
問
題
に
も
蓋
縄
問
題
に
も
燭
れ
な
か
っ
た
が
、

李
鴻
章
は
右
の
よ
う
な
創
刊
断
を
抱
い
て
い
た
の
で
、
副
島
と
時
事
全
般
に
つ
い
て
論
じ
た
際
、
豊
臣
秀
吉
は
千
古
傑
出
の
人
物
で
あ
ろ
う
が
今

彼
ほ
ど
普
く
丘
一
を
用
い
る
者
が
い
る
か
と
問
う
た
。
こ
れ
に
針
し
副
島
は
、
そ
の
よ
う
な
者
は
い
な
い
、
た
だ
秀
吉
の
征
韓
は
七
年
に
及
び
、

軍
は
疲
弊
し
た
、
澗
川
で
大
勝
し
全
韓
を
呑
ま
ん
と
し
た
時
、
秀
吉
が
渡
し
た
の
で
、
遺
命
に
よ
り
寧
を
引
揚
げ
た
、
こ
れ
に
は
天
意
が
あ
っ

と
答
え
た
。
さ
ら
に
副
島
が
、

日
本
は
近
年
し
ば
し
ば
遣
使
逼
問
し
て
い
る
が
朝
鮮
は
こ
れ
に
答
え
よ
う
と
し
な
い
、

と
述
べ
た
の
に
封
し
、
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た
の
で
あ
り
、
そ
れ
故
日
本
の
史
書
に
は
歴
朝
の
賢
君
は
皆
朝
鮮
を
圃
つ
て
は
な
ら
ぬ
と
い
う
戒
め
を
受
け
つ
い
で
い
る
旨
記
さ
れ
て
い
る
、

李
鴻
-
章一
は
次
の
よ
う
に
答
え
た
。

秀
吉
の
大
軍
、
一
該
園
を
康
問
す
る
こ
と
期
た
る
や
過
久
、
千
里
彫
残
す
。
朝
鮮
の
君
民
未
だ
嘗
て
深
く
恥
じ
切
に
恨
ま
ざ
る
な
し
。
嗣
い

お

ら

た

だ

と

で
貢
鳴
を
常
修
す
と
離
も
、
諒
う
に
誠
服
に
あ
ら
ず
。
今
貴
園
も
し
其
の
朝
貢
を
責
め
ず
、
但
酔
を
稗
き
好
を
修
む
を
以
っ
て
詞
と
潟
さ

ば
、
或
い
は
と
も
に
友
睦
す
る
を
背
ず
る
や
も
、
亦
知
る
可
か
ら
ず
。
も
し
武
を
用
い
て
強
信
せ
ば
、
断
じ
て
能
く
相
和
好
す
る
の
理
な

し

(

況

〉

向
こ
の
時
の
舎
見
で
は
蓋
構
問
題
は
話
題
に
な
ら
な
か
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
蓋
簡
へ
の
涯
兵
に
つ
い
て
は
、
六
月
二
一
日
柳
原
が
総
理
街
門
に
通
告
し
て
お
り
、

さ
ら
に
同
日
夜
鄭
、
氷
寧
が
孫
土
達
||
彼

は
副
島
使
節
園
接
待
の
た
め
李
鴻
章
の
も
と
よ
り
総
理
街
門
へ
涯
遣
さ
れ
て
い
た
ー
ー

に
、
生
蕃
に
劃
し
て
は

「威
武
ヲ
恒
ル
尤
切
要
ト
ス
。



〈
刊
記
〉

今
我
済
々
タ
ル
勇
士
ヲ
用
ヒ
問
罪
ヲ
行
ハ
シ
ム
レ
バ
、
皆
其
卒
ヲ
得
テ
幕
ラ
野
蕃
ヲ
開
導
ス
ル
ヲ
祭
マ
ン
」
と
言
明
し
て
い
た
。
だ
が
そ
れ
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
李
鴻
章
は
日
本
の
蓋
商
出
兵
を
危
倶
し
て
い
な
い
。
こ
れ
は
彼
が
蓋
潤
の
現
地
官
僚
か
ら
得
た
情
報
に
影
響
さ
れ
た
た
め
で

あ
る
と
思
わ
れ
る
。
即
ち
李
鴻
章
は
、

五
月
一
八
日
附
孫
士
達
宛
書
簡
で
、
蓋
潤
同
知
責
維
燈
が
、
生
蕃
は
趨
捷
で
そ
の
地
は
険
峻
で
あ
り
、

(お〉

ア
メ
リ
カ
が
幾
度
か
こ
れ
を
攻
め
た
が
成
功
し
な
か
っ
た
、
と
語
っ
た
旨
を
知
ら
せ
て
お
り
、
又
七
月
九
日
附
組
理
街
門
宛
書
簡
に
お
い
て

(

鈍

)

も
、
以
前
生
蕃
に
よ
る
米
船
殺
奪
事
件
の
現
地
調
査
に
従
事
し
た
遊
撃
呉
世
忠
が
同
趣
旨
の
こ
と
を
語
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
李
鴻
章
は
、
ア

メ
リ
カ
で
さ
え
如
何
と
も
し
え
な
か
っ
た
生
蕃
を
日
本
が
討
伐
し
う
る
は
ず
が
な
い
と
剣
断
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

他
方
朝
鮮
に
闘
し
て
は
、
李
鴻
章
は
日
本
の
侵
略
に
強
い
警
戒
の
念
を
示
し
て
い
る
。
だ
が
こ
の
場
合
、
彼
は
、
在
米
の
陳
蘭
彬
か
ら
の
情

(

お

)

報
を
契
機
と
し
な
が
ら
も
、
こ
れ
を
現
賓
の
日
朝
関
係
に
つ
い
て
の
情
報
で
裏
附
け
る
こ
と
を
し
て
い
な
い
。
副
島
は
五
月
一
日
の
舎
談
で
近

時
の
日
朝
関
係
に
つ
い
て
説
明
し
て
お
り
、
叉
鄭
永
寧
も
六
月
一
二
日
夜
孫
士
達
に
「
我
園
屡
次
使
ヲ
遣
シ
書
ヲ
致
シ
友
好
ヲ
求
ル
事
己
-
一五

(

お

)

六
年
ニ
及
ベ
ド
モ
、
彼
(
朝
鮮
〉
曾
テ
接
答
セ
ザ
ル
而
己
ナ
ラ
ズ
、
反
テ
媛
罵
ヲ
加
フ
」
と
述
べ
て
い
た
。
し
か
る
に
李
鴻
-
章
は
、
こ
れ
ら
を

ふ
ま
え
た
上
で
副
島
に
封
し
日
朝
関
係
の
現
肢
に
つ
い
て
論
ず
る
こ
と
を
せ
ず
、
秀
吉
の
出
兵
と
い
う
歴
史
上
の
出
来
事
を
引
用
す
る
に
と
ど

(

幻

)

ま
っ
て
レ
る
。
叉
朝
鮮
が
臼
本
に

「貢
轄
を
常
修
」
し
た
と
言
っ
て
い
る
の
は
、
李
鴻
章
が
日
朝
の
交
隣
関
係
を
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
一
示
し

- 35ー

て
い
る
と
い
え
る
。
嘗
時
鎖
園
下
の
朝
鮮
へ
は
外
園
新
聞
の
通
信
員
は
入
っ
て
お
ら
ず
、
朝
鮮
事
情
が
新
聞
に
報
ぜ
ら
れ
る
こ
と
は
殆
ど
な
か

〈
叩
品
〉

っ
た
。
李
鴻
-章
は
、

日
本
の
圏
内
事
情
に
つ
い
て
は
-
新
聞
か
ら
情
報
を
得
て
い
た
が
、

日
朝
関
係
に
つ
い
て
は
歴
史
書
か
ら
の
知
識
に
頼
ら
ざ

る
を
え
な
か
っ
た
と
い
え
る
。

葦
潤
事
件
(
一
八
七
四
年
)

副
島
外
務
卿
は
、
開
園
後
、

一
八
七
三
年
一

O
月
の
所
調
征
韓
論
政
愛
で
僻
職
す
る
が
、
そ
の
後
内
務
卿
大
久
保
利
通
を
中
心
に
再
建
さ
れ

439 

た
政
府
は
、
征
韓
涯
士
族
の
不
満
を
そ
ら
す
た
め
に
、

一
八
七
四
年
二
月
六
日
蓋
西
出
兵
を
正
式
に
決
定
し
た
。

四
月
四
日
に
は
華
宵
蕃
地
事
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務
局
が
設
置
さ
れ
、
陸
軍
大
輔
西
郷
従
道
が
都
督
に
任
命
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
日
本
駐
在
の
英
米
南
園
公
使
が
日
本
の
出
兵
計
董
に
抗
議
し
て

雨
園
籍
の
船
舶
・
人
員
の
従
軍
禁
止
を
通
告
し
、
こ
れ
に
衝
撃
を
受
け
た
政
府
は
一
九
日
い
っ
た
ん
出
兵
中
止
を
決
め
、
長
崎
に
集
結
し
て
い

た
部
隊
に
出
渡
延
期
を
命
じ
た
。
し
か
し
西
郷
都
督
は
こ
れ
に
従
わ
ず
、

五
月
二
日
溺
断
で
出
兵
を
強
行
し
、
政
府
は
結
局
こ
れ
を
追
認
す

る。
そ
れ
で
は
蓋
湾
出
兵
に
封
し
清
園
側
は
ど
の
よ
う
な
態
度
を
と
っ
た
か
。
上
海

・
蓋
間

・
北
京
で
の
珠
備
交
渉
を
鰹
て
九
月
大
久
保
利
通
が

全
権
樹
理
大
臣
と
し
て
北
京
に
入
り

ウ
ェ

l
，ト

(
吋
-
m
J
d〈
包
巾
)

英
公
使
の
調
停
を
得
て
一

O
月一一一

一
目
、

日
清
雨
園
互
換
篠
款
及
び
互

換
愚
皐
が
調
印
さ
れ
る
ま
で
の
日
清
交
渉
や
、
清
園
側
の
封
日
戦
準
備
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
研
究
が
詳
論
し
て
い
る
の
で
こ
こ
で
は
省
略
す

(

ぬ

〉
る
。
以
下
に
お
い
て
は
、
首
時
清
園
側
が
日
本
の
意
圃
・
出
兵
事
情
を
ど
の
よ
う
に
見
て
い
た
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

総
理
街
門
が
蓋
精
出
兵
に
つ
い
て
知
っ
た
の
は
、

四
月
一
八
日
イ
ギ
リ
ス
駐
清
公
使
ウ
ェ
l
ド
が
駐
日
公
使
パ
l
ク
ス

(出
・
ω・
3円

「
四
回
〉
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付

蓋
潤
出
兵
と
朝
鮮

績
い
て
在
北
京
の
併
西
商
圏
外
交
官
や
穂
税
務
司
ハ

l
ト
(
岡
山
・

(

品

切

)

民
向
。
、
及
び
北
洋
大
臣
李
鴻
章
、
南
洋
大
臣
李
宗
義
か
ら
も
情
報
が
も
た
ら
さ
れ
た
。

か
ら
の
電
報
に
基
づ
き
日
本
の
計
董
に
つ

い
て
通
報
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。

だ
が
総
理
街
門
は
嘗
初
蓋
湾
出
兵
の
情
報
に
懐
疑
的

で
あ
っ
た
。
総
理
街
門
か
ら
事
情
の
調
査
を
命
ぜ
ら
れ
た
李
鴻
章
も
、

四
月
二
八
日
附
の
同
衛
門
宛
書
簡
で
、
文
書
に
よ
る
出
兵
通
告
が
な
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
や
日
清
修
好
傑
規
批
准
交
換
及
び
同
治
一
帝
謁
見
の
後
日
本
と
は
友
好
関
係
が
績
い
て
い
る
こ
と
を
あ
げ
て
、
蓋
構
出
兵
の
情

報
は
信
じ
難
い
と
し
た
。
こ
の
よ
う
な
李
鴻
章
の
態
度
は
、
日
本
の
内
情
に
つ
い
て
の
以
下
の
如
き
剣
断
に
立
脚
し
て
い
た
。

ょ
う
や

日
本
、
内
鋭
甫
く
卒
ぎ
、
其
の
力
向
以

っ
て
遠
き
を
困
る
に
足
ら
ざ
る
に
似
た
り
、
た
と
え
武
を
用
い
ん
と
欲
す
る
も
、
高
麗
よ
り
先
な

る
は
な
し
。
江
藤
新
卒
、
古
同
麗
を
伐
つ
を
請
い
、
向
許
さ
れ
ざ
る
に
よ
り
て
、
組
を
作
す
。
宣
に
寛
に
積
仇
弱
小
の
高
麗
を
舎
き
て
先
に

(
n
u
)
 

強
梁
梗
化
の
生
番
を
謀
る
や
。



日
本
の
封
外
侵
略
は
蓋
湾
で
は
な
く
朝
鮮
へ
向
う
は
ず
で
あ
る
と
い
う
剣
断
は
、
彼
が
前
年
の
副
島
大
使
来
華
時
に
表
明
し
て
い
た
と
こ
ろ

で
あ
る
が
、
征
韓
論
と
佐
賀
の
蹴
に
つ
い
て
は
、
彼
は
嘗
時
の
新
聞
報
道
に
依
接
し
て
い
た
。
即
ち
、

『
ノ

l
ス
・
チ
ャ
イ
ナ
・
ヘ
ラ
ル
ド
』

は
一
八
七
四
年
一
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
こ
れ
に
闘
す
る
記
事
を
し
ば
し
ば
掲
載
し
て
お
り
、
例
え
ば
同
紙
二
月
二
六
日
続
は
、
佐
賀
の
観
に

つ
い
て
、
政
府
の
秩
緑
色
町
白
宮
ロ
回
目
。
ロ
〉
慮
分
計
霊
に
不
満
を
抱
く
土
族
が
征
韓
を
唱
え
て
反
凱
を
起
こ
し
た
、
朝
鮮
は
併
米
の
侵
攻
後
不

と
り
わ
け
朝
鮮
に
近
い
肥
前
藩
や
薩
摩
藩
が
朝
鮮
の
無
躍
を
討
つ
こ
と
を
主
張
し
て
い

る遜
、な

と言
い酔
うで
解そ
読れ
記ま
事で
をの
掲封
げ日
て朝
い(貢
た42開
。)係

を
絶
ち

そ
の
後
間
も
な
く
組
理
衛
門
も
李
鴻
-
章
も
日
本
の
蓋
湾
出
兵
が
事
貧
で
あ
る
こ
と
を
認
め
る
に
至
り
、
五
月
一
一
日
総
理
街
門
は
日
本
外
務

省
に
宛
て
抗
議
の
照
曾
を
設
し
、
一
四
日
に
は
、
李
鴻
章
の
推
薦
に
基
づ
き
、
一
踊
建
船
政
大
臣
沈
藻
禎
が
蓋
潤
準
出
を
命
ぜ
ら
れ
る
。
李
鴻
章

(

必

)

は
、
五
月
一
九
日
附
総
理
街
門
宛
書
簡
で
、
日
本
が
朝
鮮
へ
出
兵
す
る
と
の
新
聞
報
道
が
あ
る
が
、
も
し
朝
鮮
へ
行
く
と
す
れ
ば
西
北
の
封
馬

か
ら
渡
海
す
る
は
ず
で
あ
り
、
西
南
の
長
崎
で
涯
兵
準
備
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
し
て
、
こ
れ
は
中
園
を
油
断
さ
せ
る
た
め
の
虚
報
で

(
μ

ご

あ
ろ
う
と
述
べ
て
い
る
。
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し
か
し
な
が
ら
清
朝
嘗
局
者
は
、
蓋
濁
出
兵
の
最
中
に
あ
っ
て
も
、
日
本
が
朝
鮮
を
侵
略
す
る
か
も
し
れ
ぬ
と
い
う
危
倶
を
抱
き
績
け
た
。

即
ち
、
七
月
上
旬
、
沈
藻
禎
|
|
彼
は
五
月
二
九
日
附
で
欽
差
大
臣
に
任
ぜ
ら
れ
て
い
た
ー
ー
か
ら
組
理
衛
門
及
び
李
鴻
章
の
も
と
に
書
簡
が

居
き
、
沈
に
従
っ
て
渡
蓋
し
た
一
服
州
船
政
局
正
監
督
ジ
ケ
ル

(po名巾
H
E
R
-刊
の
5
5
C

日
本
、
向
五
千
の
兵
の
長
崎
に
在
る
あ
り
。
蓋
商
退
兵
の
後
、
同
開
に
高
麗
に
従
事
せ
ん
と
す
。
法
美
は
高
麗
と
前
隙
未
だ
解
け
ず
、
必
ず

の
以
下
の
如
き
意
一
見
を
俸
与
え
て
き
た
。

兵
船
を
以
っ
て
之
を
助
け
ん
。

高
麗
、
以
っ
て
三
園
を
敵
と
す
る
に
足
ら
ず
。

も
し
中
園
能
く
高
麗
を
し
て
法
美
と
立
約
通
商
せ
し
め

ば
、
則
ち
日
本
、
勢
孤
し
、
敢
て
兵
を
動
さ
ざ
ら
ん
。
高
麗
の
民
、
以
っ
て
保
全
を
得
ん
。
た
と
え
日
本
妄
動
す
る
も
、
高
麗
の
力
ま
た

(

必

)

支
う
る
に
足
ら
ん
。

441 

こ
れ
に
劃
し
て
李
鴻
章
は

七
月
七
日
沈
藻
禎
に
、
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高
麗
は
園
小
に
し
て
完
、
4

車
問
嚇
不
動
な
り
。
中
園
、
未
だ
勤
め
て
法
美
と
逼
一
一
商
せ
し
む
る
に
便
な
ら
ざ
る
に
似
た
り
。
東
洋
の
卒
秀
吉
、

北
回
全
力
を
以
っ
て
之
を
伐
ち
、
師
老
い
財
殉
き
て
退
く
。
こ
の
故
に
設
難
を
惇
る
。
も
し
蓋
に
志
を
得
ば
、
縦
情
再
往
せ
ざ
る
を
保
し
難

し
。
た
だ
高
麗
は
地
勢
険
に
し
て
人
心
薄
う
。
即
ち
三
園
の
力
、
未
だ
必
ず
し
も
全
勝
を
操
る
能
わ
ず
。
況
ん
や
美
は
遠
略
な
く
、
法
は

内
患
多
し
。
買
に
此
に
暇
あ
ら
ず
。

(

必

〉

と
返
信
し
た
。
こ
こ
で
の
李
鴻
章
の
朝
鮮
論
は
副
島
大
使
来
牽
嘗
時
の
そ
れ
を
越
え
て
い
な
い
が
、
彼
は
併
米
に
は
朝
鮮
再
侵
攻
の
意
園
は
な

い
と
判
断
し
て
、

日
本
の
侵
略
に
針
抗
す
べ
く
朝
鮮
に
併
米
と
通
商
一
篠
約
を
締
結
さ
せ
る
と
い
う
ジ
ケ
ル
案
に
賛
成
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る。

他
方
総
理
街
門
は
、
李
鴻
一
章
と
は
異
っ
た
封
躍
を
示
し
た
。
組
理
街
門
の
七
月
一
一
一一
日
附
上
奏
は
次
の
よ
う
に
い
う。

し

ば

し

ば

た

だ

査
す
る
に
、
日
本
が
朝
鮮
を
観
視
す
る
は
、
こ
れ
朝
夕
に
あ
ら
ゆ
す
。
外
園
新
聞
紙
屡
こ
れ
を
言
い
、
且
ま
た
濁
に
日
本
の
み
に
あ
ら
ざ

る
な
り
。
此
次
日
一
意
格
言
う
と
こ

ろ
、
未
だ
必
ず
し
も
因
な
き
に
あ
ら
ず
。
も
し
日
本
果
し
て
朝
鮮
に
志
を
逗
く
す
る
を
欲
し
、
粂
て
法

し

ば

し

ば

つ

ね

美
の
相
助
く
あ
ら
ば
、

勢
漠
視
し
難
し
。
法
美
と
立
約
通
商
す
る
の
説
に
至
り
で
は
、
従
前
各
園
屡

こ
の
意一
あ
り
。
歴
に
臣
街
門
腕
轄

(

幻

)

に
阻
止
す
る
を
経
た
り
。
今
既
に
聞
く
所
に
あ
り
。
誼
し
く
躍
に
貫
に
従
い
て
告
知
す
ベ
し
。
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組
理
街
門
の
上
奏
は
直
ち
に
裁
可
さ
れ
、
醜
部
よ
り
朝
鮮
園
王
に
宛
て
こ
の
旨
密
容
が
渡
せ
ら
れ
た
。
こ
の
密
容
は
朝
鮮
政
府
に
衝
躍
を
興

(

川

崎

)

え
、
そ
の
排
日
政
策
を
放
棄
せ
し
め
る

一
因
と
な
る
。
朝
鮮
は
清
園
に
田
容
を
迭
り
、
朝
鮮
の
封
外
関
係
に
つ
き
大
略
次
の
よ
う
に
説
明
し

た
。
日
本
と
は
明
の
寓
暦
年
聞
に
講
信
修
睦
し
て
以
来
三
百
年
近
く
に
な
る
。
同
治
七
年
日
本
の
遺
臣
が
、
日
本
で
は
官
制
政
令
に
大
襲
革
が

あ
り
、
今
回
大
い
に
郷
交
を
修
め
た
い
と
い
う
書
契
を
俸
与
え
て
き
た
け
れ
ど
も
、

そ
の
文
字
・
稽
放
が
多
く
奮
式
と
違
っ
て
い
た
の
で
受
納
を

拒
み、

そ
の
後
封
日
関
係
に
は
困
難
が
生
じ
た
。
し
か
し
日
朝
聞
で
は
遊
民
の
往
来
交
易
が
績
い
て
お
り
、

「
農
を
啓
き
和
を
失
し
た
」
こ
と

は
な
い
。
叉
朝
鮮
が
俳
米
と
の
遁
一
商
立
約
を
望
ま
ぬ
こ
と
に
つ
い
て
は
、
既
に
組
理
街
門
を
通
じ
て
通
告
ず
み
で
あ
る
。
朝
鮮
の
田
容
は
以
上

の
よ
う
に
述
べ
て
、
日
本
に
劃
し
て
は
「
稀
兵
妄
動
」
せ
ぬ
よ
う
、
叉
併
米
に
射
し
て
は
傑
約
締
結
を
求
め
ぬ
よ
う
、
清
園
か
ら
勧
告
す
る
こ

(

必

〉

と
を
要
請
し
た
。
清
園
政
府
は
、

一
O
月
五
日
、
朝
鮮
の
田
容
に
つ
い
て
、

ジ
ケ
ル
の
意
見
に
闘
し
ど
の
よ
う
な
措
置
を
と
る
か
は
朝
鮮
が
自



ら
決
定
す
べ
き
こ
と
で
あ
り
、
日
併
米
へ
の
勧
告
を
行
な
え
ば
か
え
っ
て
こ
れ
ら
三
園
に
異
心
を
抱
か
せ
る
こ
と
に
な
る
と
し
て
、
朝
鮮
の
要

〈

印

〉

請
に
膳
じ
な
い
こ
と
を
決
定
し
た
。

一
八
六
六
年
の
朝
鮮
へ
の
傍
艦
陵
侵
攻
と
シ
ャ

l
マ
ン
競
事
件
、
及
び
七
一
年
の
米
艦
隊
侵
攻
に
際
し
て
は
、
躍
部
容

文
で
も
っ
て
朝
鮮
に
通
報
し
て
い
た
が
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
北
京
駐
在
の
列
闘
使
臣
の
要
請
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
て
、
清
園
が
自
渡
的
に

(

日

〉

行
な
っ
た
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
他
方
日
本
の
朝
鮮
侵
略
に
闘
し
て
は
、

と
こ
ろ
で
清
園
は
、

一
八
六
七
年
の
八
戸
順
叔
新
聞
寄
稿
事
件
の
場
合
と
同
じ
く
、
今
回

は
俳
人
顧
問
の
意
見
と
い
う
根
擦
薄
弱
な
情
報
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
直
ち
に
朝
鮮
へ
通
報
す
る
措
置
が
と
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
注
目

さ
れ
る
。
こ
の
背
後
に
は
、
欧
米
が
意
闘
す
る
朝
鮮
と
の
遁
筒
は
中
園
の
安
全
を
脅
か
す
こ
と
は
な
い
が
、

日
本
は
古
来
朝
鮮
の
領
土
侵
略
を

狙
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
中
園
に
劃
す
る
重
大
な
脅
威
と
な
る
、
と
い
う
剣
断
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

た
だ
今
回
は
蓋
構
出
兵
と
い
う
日
本
の
軍
事
的
脅
威
の
最
中
で
は
あ
っ
た
が
、
綿
理
街
門
は
欧
文
新
聞
の
報
道
を
そ
の
剣
断
の
一
根
擦
と
し

- 39ー

日
本
の
封
朝
意
園
や
日
朝
関
係
の
貧
相
を
把
握
し
て
い
た
わ
け
で
な
い
こ
と
は
李
鴻
章
の
場
合
と
同
様
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
朝
鮮

(

臼

)

は
、
併
米
の
侵
攻
の
場
合
と
は
異
な
り
、
日
朝
関
係
の
紛
糾
に
つ
い
て
は
清
固
に
知
ら
せ
て
お
ら
ず
、
清
国
政
府
が
王
政
復
古
後
の
書
契
問
題

を
契
機
と
す
る
日
朝
聞
の
緊
張
に
つ
い
て
朝
鮮
か
ら
公
式
に
通
報
を
受
け
た
の
は
、
お
そ
ら
く
今
回
が
最
初
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

て
お
り
、

と
ま

れ
、
清
園
は
一
八
八

0
年
代
初
頭
、
李
鴻
章
の
主
導
下
に
、

日
露
の
朝
鮮
侵
略
に
封
抗
す
る
た
め
に
朝
鮮
を
欧
米
諸
固
と
の
篠
約
関
係
に
組
入

れ
る
と
い
う
政
策
を
採
用
す
る
が
、
今
回
の
総
理
街
門
の
措
置
は
そ
の
鳴
矢
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

口

蓋
潤
出
兵
の
原
因
を
め
ぐ
っ
て

宛
書
簡
で
、

次
に
清
朝
嘗
局
者
が
日
本
の
蓋
湾
出
兵
の
動
機
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
た
か
を
見
て
み
よ
う
。
李
鴻
章
は
、
五
月
一

O
回
附
総
理
街
門

(

臼

〉

日
本
の
出
兵
に
封
抗
す
る
た
め
に
、
劉
米
働
き
か
け
の
貫
施
や
蓋
脅
防
衛
の
強
化
を
進
言
し
た
。
こ
の
書
簡
に
は
四
月
二
七
日
附

443 

の
「
上
海
探
信
」
が
附
さ
れ
て
お
り
、

日
本
の
出
兵
動
機
を
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
た
。
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あ
き
た

蓄
藩
部
腐
の
武
士
、
新
近
に
内
乱
し
、
園
家
に
怪
ら
ず
、
高
麗
を
征
す
る
を
請
う
。
允
さ
ず
ん
ば
再
び
凱
を
作
す
を
恐
れ
、
姑
く
之
を
し

て
生
番
を
往
打
せ
し
む
。
勝
敗
を
計
ら
ず
。
是
れ
若
輩
を
騒
り
て
以
っ
て
従
事
せ
し
む
る
の
み
。
乃
ち
園
家
の
調
停
、
安
揺
す
る
の
苦
衷

(

臼

)

は
荒
謬
絶
倫
と
謂
う
べ
し
。

李
鴻
章
自
身
も
、
六
月
二
日
附
沈
藻
禎
宛
書
簡
及
び
五
日
附
総
理
街
門
宛
書
簡
で
、
そ
れ
ぞ
れ

聞
く
に
、
そ
の
官
昨
町
内
島
の
兵
力
強
横
に
し
て
、
藩
を
撤
す
る
に
怨
撃
し
、
詞
を
籍
り
て
兵
を
輿
し
、
男
に
占
越
を
圃
り
、
市
し
て
朝
臣

そ

そ

の

か

(

防

)

制
抑
す
る
能
わ
ず
、
意
そ
の
東
犯
を
験
す
あ
り
、
と
。

一
該
圏
、
果
し
て
奮
藩
部
兵
を
設
し
、
遠
方
に
至
り
て
安
置
し
、

(

日

山

)

意
に
調
回
す
る
を
肯
ぜ
ざ
ら
ん
。

日
本
に
在
り
て
事
を
生
ず
る
を
克
れ
ん
と
欲
さ
ば
、
亦
未
だ
必
ず
し
も
質

と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
総
理
街
門
も
こ
の
よ
う
な
見
方
に
立
っ
た
こ
と
は
、
大
久
保
と
の
交
渉
の
妥
結
を
報
告
す
る
一

O
月
三
一
日
附
上
奏

- 40ー

一
該
圏
、
江
藤
新
卒
の
観
あ
り
て
よ
り
、
招
撫
に
就
く
と
難
も
、
凱
民
衆
多
に
し
て
、
安
揺
す
べ
き
な
し
。
新
聞
紙
中
、
屡
、
該
園
こ
の
項

(

釘

)

の
人
衆
を
蓋
番
境
内
に
安
置
す
る
を
欲
す
と
謂
う
。

と
あ
る
こ
と
か
ら
知
ら
れ
る
。

以
上
の
如
き
、
日
本
は
圏
内
の
不
卒
士
族
と
り
わ
け
鹿
見
島
士
族
の
不
満
が
爆
設
す
る
の
を
恐
れ
て
、
こ
れ
を
そ
ら
す
た
め
に
蓋
漕
へ
出
兵

し
た
と
い
う
推
論
は
、
正
鵠
を
射
た
見
方
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
そ
し
て
こ
れ
は
、
李
鴻
章
が
嘗
初
日
本
の
出
兵
は
朝
鮮
に
劃
し
て
な
さ
れ
る

は
ず
で
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
と
同
じ
く
、
首
時
の
新
聞
報
道
に
基
づ
い
て
い
た
。
即
ち
、
『
ノ
l
ス
・
チ
ャ
イ
ナ
・
へ
ラ
ル
ド
』
は
、
未
だ

ミ

カ

ド

サ

ム

ヲ

イ

出
兵
が
行
な
わ
れ
て
い
な
い
四
月
二
十
五
日
、
蓋
潤
出
兵
の
動
き
に
つ
い
て
報
じ
、
天
皇
は
士
族
階
級
の
欝
積
し
た
憤
癒
に
捌
け
口
を
見
つ
け

て
や
ら
ね
ば
と
考
え
た
よ
う
で
あ
る
、
日
本
政
府
は
、
朝
鮮
と
の
戦
争
を
回
避
し
よ
う
と
し
た
際
、
深
刻
な
反
範
が
起
こ
る
の
を
辛
う
じ
て
克

主
戦
涯
と
の
妥
協
と
し
て
、
薩
閥
解
藩
が
熱
草
し
て
い
た
二
つ
の
遠
征
の
内
、
よ
り
小
規
模
な
方
を
許
し
た
の
で
あ
る
、
と
述

れ
た
、
政
府
は
、



(
間
山
)

べ
て
い
た
。
さ
ら
に
同
紙
五
月
三

O
日
競
は
、
蓋
湾
出
兵
は
、
士
族
の
戦
争
熱
を
満
足
さ
せ
る
た
め
に
、
朝
鮮
戦
争
の
安
債
な
代
替
と
し
て
決

行
さ
れ
た
、
彼
ら
は
そ
の
立
場
に
満
足
せ
ず
、
強
制
さ
れ
た
卒
和
に
苛
立
っ
て
お
り
、
秩
序
に
劃
す
る
恒
常
的
な
脅
威
と
な
っ
て
い
た
、
そ
し

(

臼

)

て
蓋
濁
が
、
危
険
が
な
い
ば
か
り
か
利
貼
を
も
伴
う
、
彼
ら
を
用
い
る
場
を
提
供
し
た
、
と
論
じ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
李
鴻
章
は
、
針
日
僚
約
交
渉
の
嘗
初
か
ら
、
締
約
後
は
日
本
に
公
使
・
領
事
を
涯
遣
す
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
た
が
、
こ
れ
が
寅

現
す
る
の
は
一
八
七
七
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
故
清
園
は
蓋
湾
出
兵
嘗
時
日
本
に
外
交
使
臣
を
置
い
て
お
ら
ず
、
日
本
の
政
治
・
軍
事
に

(

ω

)

 

つ
い
て
の
情
報
を
新
聞
報
道
や
肱
米
外
交
官
に
依
存
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
清
園
嘗
局
者
は
、
日
本
の
出
兵
事
情
に
つ
い
て
は
と
も
か
く
、

そ
の
具
韓
的
な
作
戦
計
重
や
兵
力
に
閲
し
て
は
極
め
て
不
十
分
な
知
識
を
も
ち
え
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
李
鴻
一
章
は
日
本
の
動
向
に
つ
い
て
の

新
聞
報
道
を
必
ず
し
も
信
用
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
例
え
ば
九
月
三

O
日
附
穂
理
街
門
宛
書
簡
で
、
長
崎
に
は
三
高
の
兵
が
お
り
大
久
保
の
北

と
い
っ
た
「
上
海
新
聞
紙
」
の
報
道
に
つ
い
て
、
こ
れ
は
「
虚
撃
桐
喝
」

ハ
飢
)

と
述
べ
て
い
る
。
た
だ
こ
の
場
合
で
も
彼
が
よ
り
確
質
な
情
報
を
入
手
し

京
交
渉
が
決
裂
す
れ
ば
直
ち
に
天
津
・
大
治
へ
向
け
涯
遣
さ
れ
る
、

で
あ
り
清
園
を
和
議
に
就
か
せ
る
こ
と
を
ね
ら
っ
た
も
の
で
あ
る
、

- 41ー

て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

他
方
、
李
鴻
章
や
総
理
街
門
と
は
異
な
り
、

日
本
の
出
兵
を
日
中
関
係
の
歴
史
に
照
ら
し
て
解
穣
す
る
と
い
う
、

い
わ
ば
俸
統
的
な
瑳
想
法

に
立
っ
た
見
方
も
み
ら
れ
た
。
即
ち
、
間
新
穂
督
李
鶴
年
は
、
六
月
五
日
受
理
の
上
奏
で
、
蓋
習
は
明
末
に
日
本
が
占
接
し
た
が
、

そ
の
後
オ

ラ
ン
ダ
次
い
で
鄭
氏
が
奪
い
、
康
照
年
間
清
朝
の
版
園
に
入
っ
た
と
し
て
、
「
こ
れ
日
本
尤
も
耽
肱
た
る
所
以
な
り
」
と
す
る
。
彼
は
さ
ら
に

明
の
郷
若
曾
の
『
日
本
国
纂
』
を
引
用
し
て
蓋
湾
の
地
理
的
位
置
を
述
べ
た
後
、
明
代
の
入
貢
と
侵
犯
を
回
顧
し
て
、
倭
は
「
性
絞
賠
、
勇
を

た

た

か

い

事

り

そ

い

?

」

ヲ

や

(

臼

〉

好
み
闘
狽
」
、
蓋
湾
の
富
鶴
を
監
み
こ
れ
を
観
観
し
て
い
る
、
と
論
じ
て
い
る
。
叉
一
踊
建
陸
路
提
督
羅
大
春
は
、
七
月
二
六
日
受
理
の
上
奏

で
、
日
本
は
近
年
西
洋
と
逼
交
し
、
「
そ
の
衣
冠
に
従
い
、
そ
の
戦
具
を
拳
び
、
一
切
皆
西
人
の
魚
す
所
に
数
い
」
、
多
数
の
汽
船
を
保
有
し
て

い
る
と
し
て
、
「
匡
匿
教
千
里
の
島
」
に
す
ぎ
ぬ
日
本
が
ど
う
し
て
旦
夕
の
聞
に
こ
れ
を
な
し
え
た
の
か
と
問
う
。
そ
し
て
、
倭
冠
が
制
歴
さ

ふ
ゆ
ご
も
り

れ
た
後
清
代
二
百
徐
年
間
日
本
は
「
塾
伏
」
し
て
い
た
が
、
こ
れ
は
決
し
て
「
分
に
安
ん
じ
己
を
守
っ
て
」
い
た
わ
け
で
な
く
、
こ
の
開
「
精

445 
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(

臼

)

を
養
い
銑
を
蓄
え
」
て
お
り
、
今
や
数
百
年
聞
に
わ
た
り
蓄
え
ら
れ
た
心
と
力
と
が
譲
動
し
て
い
る
の
で
あ
る
、
と
論
じ
て
い
る
。

四

海
防
論
議
と
日
本

蓋
商
事
件
は
一
八
七
四
年
一

O
月
三
一
日
に
日
清
雨
園
開
互
換
篠
款
及
び
互
換
愚
箪
が
調
印
さ
れ
る
こ
と
で
解
決
を
見
た
が
、
清
朝
嘗
局
者

に
、
自
強
政
策
と
り
わ
け
海
防
強
化
の
買
が
患
っ
て
い
な
い
こ
と
を
痛
感
せ
し
め
る
契
機
と
な
っ
た
。

て
、
日
本
の
出
兵
に
逼
切
に
封
庭
し
え
な
か
っ
た
こ
と
を
認
め
、
紹
理
街
門
で
作
成
し
た
海
防
充
貨
の
た
め
の
六
箇
僚
、
即
ち
「
練
兵
」
、
「
筒

「禁
制
」
、

「
用
人
」
、

「持
久
」
に
闘
し
て
、

一
一
月
五
日
、

紹
理
街
門
は
上
奏
し

器
」
、
「造
船
」
、

演
江
沿
海
の
総
督
・
巡
撫

・
将
軍
に
意
見
を
具
申
さ
せ
る
こ
と

南
北
洋
大
臣
、

を
要
請
し
た
。
北
京
政
府
は
、
同
日
附
の
寄
信
上
識
を
も
っ
て
、
総
理
街
門
の
奏
文
の
潟
し
を
関
係
地
方
大
官
一
五
名
の
も
と
に
回
付
し
、

(
臼
〉

カ
月
の
期
限
を
つ
け
て
、
具
睦
策
を
上
奏
す
る
よ
う
命
じ
た
。
次
い
で

一
一
月
一
二
日
、
北
京
政
府
は
、
前
江
蘇
巡
撫
丁
目
昌
が
提
出
し
た

「
海
洋
水
師
一章
程
」
(
同
一
九
日
受
理
)
を
、
総
理
街
門
の
意
見
に
基
づ
き
、
こ
れ
ら
一
五
名
に
宛
て
迭
付
し
、
同
じ
く
検
討
を
加
え
た
上
で
意

(

白

山

)

見
を
上
奏
す
る
こ
と
を
命
じ
た
。
さ
ら
に
一
二
月
六
日
、
総
理
街
門
設
立
以
来
恭
親
王
突
新
と
と
も
に
そ
の
中
心
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
大
事
土

- 42ー

日
本
の
脅
威
に
備
え
る
た
め
に
速
や
か
に
措
置
を
講
ず
べ
き
こ
と
を
求
め
た
。
北
京
政
府
は
直
ち
に
李
鴻
章
な
ど

(

は

山

)

七
名
の
闘
係
地
方
大
官
に
封
し
、
文
鮮
の
奏
文
の
寓
し
を
送
付
し
て
、
蓋
湾
防
衛
と
海
軍
力
の
強
化
を
指
示
し
た
。

(

釘

)

一
八
七
五
年

一
月
初
頭
ま
で
に
北
京
に
届
い
た
。
そ
の
多
く
は
、
海
防
の
急
務
で

文
鮮
が
皐
濁
で
上
奏
し
て
、

北
京
政
府
の
諮
問
に
射
す
る
地
方
大
官
か
ら
の
答
申
は
、

あ
る
こ
と
を
説
く
総
理
街
門
の
見
解
に
同
意
し
た
上
で
、
六
箇
僚
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
や
各
省
で
の
現
肢
を
述
べ
て
お
り
、
中
で
も
李

鴻
章
は
、

自
ら
の
推
進
し
て
レ
た
洋
式
火
器

・
艦
船
の
製
造

・
購
入
の
寅
績
を
ふ
ま
え
つ
つ
、

新
式
陸
海
軍
の
編
成
や
装
備
に
つ
い
て
詳
論

し
、
こ
れ
ら
の
費
用
を
調
達
す
る
た
め
に
、
映
甘
総
督
左
宗
裳
の
指
揮
下
に
す
す
め
ら
れ
て
い
た
新
彊
回
復
作
戦
を
停
止
し
て
そ
の
軍
費
を
流

(

印

〉

用
す
る
こ
と
を
主
張
し
た
。
こ
れ
に
劉
し
、
湖
南
巡
撫
王
文
留
の
如
く
、
海
防
強
化
の
必
要
を
認
め
な
が
ら
も
、
ロ
シ
ア
の
イ
リ
地
方
占
領
を

(

印

〉

重
視
し
て
、
今
は
新
彊
の
回
復
に
こ
そ
全
力
を
注
ぐ
べ
き
で
あ
る
と
す
る
、
所
謂
塞
防
論
の
意
見
も
み
ら
れ
た
。
か
か
る
海
防
論
と
塞
防
論
の



(

m
川

)

論
争
に
つ
い
て
は
徐
中
約
や
劉
石
士
ロ
の
研
究
が
あ
る
の
で
こ
こ
で
は
省
略
し
、
以
下
に
お
い
て
は
、
こ
の
際
清
朝
大
官
が
ど
の
よ
う
な
日
本
論

を
展
開
し
て
い
た
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

先
ず
文
群
の
上
奏
は
、
軒
目
防
衛
が
目
下
の
念
務
で
あ
る
と
し
て
、
次
の
如
く
言
う
。

倭
人
は
食
言
に
習
い
慣
れ
、

日
本
は
間
断
と
一

葦
杭
(
航
)
す
可
く
、

此
番
の
退
兵
は
、

た
と
え
中
饗
な
き
も
、
そ
の
必
ず
後
患
な
き
を

一
日
一
崩
潰
せ
ば
、
則

保
す
能
わ
ず
。
尤
も
慮
る
べ
き
は
、
彼
園
近
年
奮
制
を
改
襲
し
、

は
な
は
だ
ゅ
う
り
よ

ち
我
が
沿
海
各
口
、
山
及
笈
堪
虞
さ
れ
ん
。
明
季
の
倭
患
、
壁
る
可
き
の
前
車
た
り
。

大
に
人
心
を
失
う
〔
に
あ
り
〕
。
叛
藩
の
凱
民
、

こ
の
よ
う
に
文
群
は
日
本
の
鑓
革
を
否
定
的
に
と
ら
え
、
そ
れ
が
圏
内
混
凱
を
惹
起
し
て
倭
冠
の
如
く
劃
外
侵
略
を
も
た
ら
す
と
す
る
が
、

李
鴻
章
は
こ
れ
と
は
異
な
っ
た
見
方
を
し
て
い
る
。
彼
は
一
二
月
一

O
日
附
の
片
奏
で
文
鮮
の
上
奏
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
言
う
。

や
や
さ
わ

該
園
近
年
奮
制
を
改
饗
し
、
藩
民
服
さ
ず
、
訪
問
す
る
に
、
初
め
頗
る
小
関
ぐ
も
、
久
し
く
し
て
亦
相
安
ん
ず
。
そ
の
衣
冠
を
出
演
え
正
朔

し、

洋
銭
を
自
鋳
す
る
が
如
き
は
、
園
計
民
生
に
利
盆
無
き
に
あ
ら
ず
。
並
び
に
多
く
事
生
を
涯
し
て
西
園
に
赴
き
器
塞
を
周
子
習
せ
し

め
、
多
く
洋
債
を
借
り
、
英
人
と
暗
に
黛
援
を
結
び
、
其
の
勢
は
日
に
張
り
、
其
の
志
は
小
な
ら
ず
。
故
に
敢
て
東
土
に
雄
を
稽
え
、

中

園
を
窺
硯
し
、

蓋
湾
を
窺
犯
す
る
の
奉
あ
り
。
泰
西
は
強
し
と
難
も
、
向
七
蔦
里
以
外
に
在
り
。
日
本
は
則
ち
近
く
戸
闘
に
在
り
て
、
我

- 43ー

を
易
う
は
、
毎
に
識
者
の
議
る
所
と
震
る
。
然
れ
ど
も
、
西
洋
兵
法
を
改
習
し
、
鍛
路
・
火
車
を
佑
造
し
、
電
報

・
煤
窯

・
銭
顧
を
添
置

が
虚
実
を
伺
う
。
誠
に
中
園
の
永
遠
の
大
患
た
り
。

軍
備
の
洋
式
化
や
近
代
産
業
の
建
設
、
幣
制
改
革
、
留
事
生
涯
遣
に
注
目
し
て
、
日
本
が
こ
の
結
果
強
闘
化
し
中
園
に
と
っ
て
脅
威
と
な
る
と

い
う
議
論
は
、
李
鴻
章
一
が
こ
れ
ま
で
し
ば
し
ば
表
明
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
こ
で
彼
が
、
中
園
人
に
と
っ
て
は
王
朝
交
替
の
象
徴
と
い

う
べ
き
暦
制
や
服
制
の
獲
更
に
さ
ほ
ど
の
反
感
を
示
さ
ず
、
む
し
ろ
日
本
の
近
代
化
へ
の
努
力
を
直
視
し
て
い
る
こ
と
は
、
彼
の
現
貫
主
義
的

な
思
考
様
式
を
示
唆
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
か
。
彼
は
こ
れ
よ
り
論
を
す
す
め
て
、

日
本
の
脅
威
に
劃
抗
す
る
た
め
に
、
海
軍
力
の
強
化
を
説

447 

く
と
と
も
に
、
封
日
傑
約
交
渉
嘗
時
か
ら
の
主
張
で
あ
る
日
本

へ
の
常
駐
外
交
使
臣
の
涯
遣
を
速
か
に
寅
現
し
て
、
交
渉
や
情
報
牧
集
に
嘗
ら
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せ
ね
ば
な
ら
ぬ

(

引

は

)

と
述
べ
て
い
る
。

丁
目
昌
も
、

日
本
の
自
強
に
つ
い
て
、
李
鴻
章
と
似
た
議
論
の
立
て
方
を
し
て
い
る
。
彼
は
、
総
理
街
門
の
諮
問
に
答
え
て
、

日
本
は
小
園
に
す
ぎ
ぬ
が
、
近
年
謹
慎
し
て
自
ら
誇
り
、
「
峨
冠
博
帯
の
蓄
習
」
を
嬰
更
し
、
「
輪
船
飛
醸
の
新
製
」

に
よ
る
鍛
道
建
設
や
パ
I
ク
ス
公
使
を
通
じ
て
、

「
練
兵
」

の

項
で
次
の
よ
う
に
言
う
。

を
事
ん
で
い
る
。

ロ
シ

ア
に
は
北
方
領
土
を
興
え
、
イ
ギ
リ
ス
と
は
レ
イ

(
出

-z-Fa)

叉
ア

メ
リ
カ
と
は
ル
ジ
ャ
ン
ド
ル

(
の
巧

-
z
o
g
L
B〉

を
通
じ
て
、

」
れ
ら
三
園
と
の
園
交
を
固
め
て
い
る
。

中
園
は
日
本
の
侵
略
を
警

戒
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
が
、
嘗
面
は
欧
米
諸
園
と
友
好
関
係
を
維
持
す
る
だ
け
で
な
く
、
日
本
を
も
罷
康
し
て
、
そ
の
聞
に
自
強
に
努
め
ね
ば
な
ら

ぬ
。
た
だ
丁
目
昌
は

「
用
人
」
の
項
に
お
い
て
、
外
患
を
除
く
こ
と
よ
り
も
民
生
を
安
定
さ
せ
る
こ
と
こ
そ
が
重
要
で
あ
る
と
し
て
、

船
械
一
切
自
強
の
具
は
必
ず
須
く
東
西
洋
に
法
を
数
う
べ
き
を
除
く
の
外
、

そ
の
絵
の
人
心

・
風
俗

・
察
吏

・
安
民
は
、
伺
お
嘗
に
我
が

規
模
に
循
い
加
る
に
買
意
を
以

っ
て
す
べ
し
。

我
の
正
気
を
以
っ
て
彼
の
戻
気
を
靖
ん
じ
、

日
本
の
正
朔
を
更
め
衣
冠
を
易
う
が
如

-44ー

く
、
有
識
者
の
嘱
笑
す
る
所
と
な
る
を
致
さ
ざ
る
を
庶
う
。

と
論
じ
て
お
り
、
自
強
に
つ
い
て
は
日
本
に
も
翠
ぶ
必
要
を
認
め
な
が
ら
も
、

(η
〉

中
睦
西
用
論
的
立
場
を
表
明
し
て
い
る
。

そ
の
暦
制
や
服
制
の
襲
更
を
員
似
て
は
な
ら
ぬ
と
い
う
、
所
謂

他
方
、
文
鮮
と
同
じ
く
、

日
本
の
饗
革
或
い
は
そ
の
圏
内
政
情
に
劃
し
て
否
定
的
な
見
方
を
一
示
す
も
の
も
あ
っ
た
。
即
ち
江
西
巡
撫
劉
坤
一

一
一
一
月
二
五
日
受
理
の
上
奏
で
は
日
本
に
つ
い
て
燭
れ
て
い
な
い
が
、
一
二
月
一
八
日
附
の
漸
江
巡
撫
楊
昌
溶
宛
書
簡
に
お
い
て
、
日
本

日
本
は
何
故
西
洋
に
借
曲
し
て
ま
で
蓋
簡
に
出
兵
し
た
の
か
と
聞
い
、

会
ょ
う
げ

ん

た

お

た
だ
疫
狗
絡
に
奨
れ
ん
と
し
て
、

人
を
擦
ま
ま
に
毒
す
を
克
れ
難

t土の
君
主
を
越
の
武
霊
王
に
、
臣
下
を
菅
の
越
穿
に
な
ぞ
ら
え
、

そ
の
財
壷
き
民
愁
う
を
聞
く
。
亡
ぶ
は
立
ち
ど
こ
ろ
に
待
つ
ベ
し
。

す
み
や

し
。
並
び
に
他
園
尤
を
数
い
て
併
を
生
ず
る
を
慮
る
。
亜
か
に
自
強
を
圃
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
。

(
市
川
〉

日
本
の
内
政
不
安
が
そ
の
劃
外
侵
略
を
も
た
ら
さ
ぬ
か
と
い
う
懸
念
を
述
べ
て
い
る
。

と
論
じ
て
、

叉
一
幅
建
巡
撫
王
凱
泰
も
、

一
二
月
一
九
日
受
理
の
片
奏
で
、

日
本
の
幾
革
を
否
定
的
に
と
ら
え
、



一
該
園
の
政
令
、
向
に
之
を
操
る
の
絡
軍
は
、
専
ら
中
園
銅
商
貿
易
を
侍
み
、
以
っ
て
利
権
を
撞
に
す
。
泰
西
各
園
と
通
じ
て
よ
り
、
帥
府
軍

っ

か

さ

ど

ま

た

そ
の
櫨
を
主
る
能
わ
ず
。
利
は
西
人
の
奪
う
所
と
な
る
。
乃
ち
復
蒼
章
を
改
獲
し
、

み
さ
か
い
も
忽
く
き
げ
ん
を
お
か
し

貧
困
幾
ど
支
う
能
わ
ず
。
是
に
お
い
て
鑑
市
走
険
、

一
に
西
人
に
従
う
。
叉
重
利
も
て
之
を
盤
剥
し
、

兵
を
興
し
て
蓋
を
擾
す
。
論
者
、
そ
の
内
観
絡
に
作
ん
と
す
、
絡
に
必
ず
敗

亡
す
ベ
し
、
と
謂
う
。

と
論
じ
て
、
西
洋
の
経
済
的
侵
略
の
結
果
日
本
が
窮
乏
化
し
た
こ
と
が
蓋
構
出
兵
の
原
因
で
あ
る
と
す
る
。
次
い
で
王
凱
泰
は
、

日
本
が
亡
ん

で
も
固
よ
り
惜
む
に
足
ら
ぬ
が
、

西
人
は
日
本
を
外
府
と
し
て
お
り
、
も
し
日
本
を
粂
井
し
て
し
ま
う
な
ら
ば
中
園
に
と
っ
て
一
大
事
で
あ
る

日
本
に
外
交
使
臣
を
駐
殻
せ
し
め
て
日
本
側
と
聯
絡
を
保
ち
、
西
洋
の
危
険
を
知
ら
し
め
、

(

丸

)

を
提
言
し
て
い
る
。

と
し
て
、

日
本
を
「
東
洋
の
扉
蔽
」
と
す
る
こ
と

tま
以
上
は
全
て
海
防
論
の
立
場
か
ら
の
日
本
論
で
あ
る
が
、
塞
防
論
の
立
場
か
ら
日
本
に
論
及
し
た
例
も
見
ら
れ
る
。
郎
ち
山
東
巡
撫
丁
賓
禎

一
入
七
五
年
一
月
二
日
受
理
の
片
奏
で
、

つ

よ

く

さ

か

ん

た

の

彼
は
東
洋
に
恒
慮
し
、
新
聞
を
距
る
こ
と
甚
だ
近
く
、
彊
梁
に
し
て
固
き
を
負
む
は
、
昔
よ
り
己
に
然
り
。
:
:
:
然
れ
ど
も
、
臣
年
来

- 45ー

私
か
に
憂
い
痛
か
に
慮
り
、
寝
食
安
ん
ぜ
ざ
る
所
は
、
則
ち
尤
も
俄
羅
斯
に
在
り
て
、
日
本
は
其
の
次
な
る
者
な
り
。
蓋
し
外
洋
各
圏
、

み
な

中
園
と
水
路
遁
ず
と
雌
も
、
陸
路
は
逼
ぜ
ず
、
且
つ
均
遠
く
数
高
里
の
外
に
在
り
。
日
本
は
洋
面
近
し
と
雄
も
、
陸
路
は
向
阻
ま
る
。

と
述
べ
、
地
理
的
位
置
と
い
う
観
黙
か
ら
、
「
水
陸
皆
中
園
に
遁
」
じ
て
い
る
ロ
シ
ア
が
中
園
に
と
っ
て
第
一
の
脅
威
で
あ
り
、
日
本
が
こ
れ

(

万

〉

日
本
の
内
情
に
つ
い
て
は
立
入
っ
た
議
論
を
し
て
い
な
い
。

に
次
ぐ
と
論
じ
て
い
る
が
、お

わ

り

Vこ

本
稿
に
お
け
る
考
察
は
、
嘗
面
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
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日
清
修
好
俊
規
締
結
後
の
清
朝
官
人
の
日
本
に
劃
す
る
関
心
は

一
八
六

0
年
代
の
そ
れ
を
受
け
つ
ぎ
、
決
の
二
つ
の
契
機
に
基
づ
い
て
い
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すこ

そ
の
一
は
日
本
の
自
強
で
あ
る
。
こ
れ
は
同
時
代
の
中
園
に
お
け
る
洋
務
運
動
の
展
開
と
表
裏
の
関
係
に
あ
り
、

日
本
の
例
を
引
合
い
に
出

し
て
中
園
に
お
け
る
自
強
の
必
要
を
説
く
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
彼
ら
が
注
目
す
る
日
本
の
自
強
の
内
容
は
、

一
八
六

0
年
代
に
お
い
て
は

洋
式
武
器

・
艦
船
の
購
入

・
製
造
や
留
事
生
源
遁
で
あ
っ
た
が
、

七
0
年
代
に
入
る
と
、
こ
れ
ら
に
加
え
て
、
鍛
道
・
電
信
・
製
鍛

・
破
業
・

幣
制
な
ど
近
代
産
業
に
閲
わ
る
事
物
が
言
及
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

そ
の
二
は
日
本
の
脅
威
で
あ
る
。
自
強
を
す
す
め
つ
つ
あ
る
日
本
が
中
園
の
脅
威
と
な
る
か
も
し
れ
ぬ
と
い
う
認
識
は
、
既
に
一
八
六

0
年

代
か
ら
抱
か
れ
て
い
た
が
、
こ
の
場
合
は
明
代
の
倭
窟
に
つ
い
て
の
歴
史
的
記
憶
を
日
本
の
侵
略
志
向
の
根
擦
と
し
て
い
た
。
七

0
年
代
に
お

い
て
も
、
清
朝
官
人
の
上
奏
や
書
簡
に
は
、

(

官

山

)

を
ふ
ま
え
た
も
の
で
あ
っ
た
。

「
倭
性
築
賠
」
と
い
っ
た
表
現
が
頻
出
す
る
が
、
こ
れ
ら
は
倭
寵
に
つ
い
て
の
中
園
史
書
の
記
述

し
か
し
な
が
ら
、

七
0
年
代
に
お
い
て
は
、
む
し
ろ
、
以
前
は
皐
な
る
可
能
性
の
問
題
の
域
を
出
な
か
っ
た
日
本
の
朝
鮮
侵
略
が
、

よ
り
切
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質
な
問
題
と
し
て
、
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
と
り
わ
け
李
鴻
-
章
は
、
副
島
使
節
園
来
華
時
に
は
、
揚
子
江
下
流
地
域
よ
り
も
朝
鮮
こ
そ
が

中
園
の
安
全
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
た
だ
こ
の
首
時
、
清
園
嘗
局
者
は
、
日
本
の
自
強
や
内
政
事
情
に
つ
い

て
は
新
聞
報
道
か
ら
あ
る
程
度
の
情
報
を
得
て
い
た
が
、

た
な
か
っ
た
。
そ
れ
故
、

日
朝
関
係
に
つ
い
て
は
、
日
本
や
朝
鮮
現
地
か
ら
直
接
情
報
を
入
手
す
る
手
段
を
持

日
本
の
朝
鮮
侵
略
に
関
す
る
李
鴻
-
章
の
危
倶
は
、
在
米
官
僚
か
ら
の
書
簡
や
副
島
使
節
圏
の
言
動
と
い
う
、
い
わ
ば

間
接
的
な
情
報
に
依
接
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
に
燭
設
さ
れ
て
日
本
の
針
朝
企
固
を
論
ず
る
に
あ
た
り
、
李
鴻
章
は
、
豊
臣
秀
吉
の
朝
鮮
出
兵
と

い
う
歴
史
上
の
出
来
事
を
一
つ
の
判
断
基
準
と
し
た
。
こ
の
場
合
、
彼
は
、
中
園
史
書
と
と
も
に
、

一
八
六

0
年
代
以
降
中
園
に
入
っ
て
き
た

(

行

)

日
朝
関
係
史
に

つ
い
て
の
知
識
を
得
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

日
本
の
歴
史
書
、
例
え
ば
頼
山
陽
の
『
日
本
政
記
』
か
ら
、

蓋
潤
出
兵
の
嘗
初
、

李
鴻
-
章
は
、

日
本
が
出
兵
す
る
と
す
れ
ば
朝
鮮
に
劃
し
て
で
あ
る
と
剣
断
し
た
が
、

こ
の
誤
り
は
、

新
聞
報
道
に
動

か
さ
れ
た
結
果
で
あ
る
と
と
も
に
、
歴
史
的
先
入
主
に
影
響
さ
れ
た
と
い
う
一
面
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
即
ち
、

日
本
の
朝
鮮
侵
略
に
は
秀



吉
の
出
兵
と
い
う
前
例
が
あ
る
が
、
蓋
湾
に
つ
い
て
は
そ
れ
は
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
蓋
湾
出
兵
の
起
因
た
る
琉
球
問
題
に
闘
し
て
は
、
清
朝

(
刊
日
)

は
、
琉
球
と
珊
封
関
係
を
維
持
し
な
が
ら
も
、
琉
球
が
薩
摩
藩
の
支
配
下
に
あ
っ
た
事
買
に
気
付
い
て
い
な
か
っ
た
。
清
朝
が
園
初
以
来
一
貫

(

乃

)

し
て
琉
球
よ
り
も
朝
鮮
を
重
視
す
る
姿
勢
を
と
っ
て
き
た
こ
と
も
、
清
朝
嘗
局
者
を
し
て
琉
球
・
蓋
構
問
題
よ
り
も
朝
鮮
問
題
に
敏
感
な
ら
し

め
た
一
因
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
叉
こ
の
時
期
、
日
本
は
と
り
わ
け
陸
軍
が
強
力
で
あ
る
と
い
う
意
見
が
清
朝
嘗
局
者
に
よ
り
表
明
さ
れ

(
加
〉

て
い
る
が
、
こ
れ
も
、
秀
吉
の
出
兵
や
倭
窟
と
い
う
歴
史
上
の
出
来
事
を
現
買
に
投
影
さ
せ
た
見
方
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

さ
て
蓋
商
事
件
を
契
機
と
し
て
、
彼
ら
は
、

日
本
が
欧
米
列
強
と
並
ぶ
、
或
い
は
そ
れ
以
上
の
中
園
に
と
っ
て
の
脅
威
で
あ
る
と
い
う
認
識

を
抱
く
と
と
も
に
、

「
奮
制
の
改
襲
」
と
い
っ
た
日
本
の
内
政
事
情
に
も
注
意
を
向
け
は
じ
め
た
。
但
し
彼
ら
は
、
明
治
維
新
襲
革
の
中
援
と

い
う
べ
き
徳
川
幕
府
の
倒
壊
、
天
皇
制
政
府
の
成
立
を
、
特
に
問
題
と
し
て
取
上
げ
る
と
い
う
こ
と
は
し
て
い
な
い
。
と
こ
ろ
で
王
政
復
古
に

つ
い
て
は
、
『
ノ
l
ス
・
チ
ャ
イ
ナ
・
ヘ
ラ
ル
ド
』
が
し
ば
し
ば
報
じ
て
い
る
外
、
一
八
七

O
年
一

O
月
に
柳
原
使
節
圏
が
清
園
側
に
停
え
て

(

飢

)

(

回

)

お
り
、
一
八
七
三
年
の
副
島
使
節
圏
来
華
時
ま
で
に
は
北
京
官
界
で
一
般
に
知
ら
れ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
七
四

- 47ー

年
末
に
お
い
て
も
清
朝
大
官
の
日
本
論
で
こ
れ
が
特
に
問
題
観
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
次
の
よ
う
な
推
論
を
可
能
に
す
る
で
あ
ろ

ぅ
。
即
ち
、
彼
ら
の
一
一
部
は
、
洋
務
運
動
の
推
準
と
い
う
自
ら
の
関
心
か
ら
日
本
の
自
強
努
力
に
注
目
し
、
叉
日
本
の
中
園
に
劃
す
る
脅
威
を

考
え
る
際
、
日
本
の
自
強
と
と
も
に
同
時
代
の
日
本
の
慶
藩
置
懸
や
暦
制
・
服
制
の
出
演
更
と
い
っ
た
内
政
事
情
に
も
目
を
向
け
た
が
、
こ
れ
ら

の
考
察
を
深
め
て
明
治
新
政
府
成
立
の
意
義
を
論
ず
る
ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
こ
の
時
貼
で
の
所
謂
洋
務
涯
官
僚
の
劉

外
認
識
に
お
け
る
限
界
或
い
は
被
制
約
性
が
あ
っ
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

因
み
に
、
蓋
商
事
件
解
決
後
聞
も
な
い
頃
に
書
か
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
陳
其
元
「
日
本
近
事
記
」
は
、
明
治
維
新
に
つ
い
て
、

さ

き

に

お

の

お

の

み

か

ど

往
者
、
日
本
園
王
、
姓
を
改
め
ざ
る
こ
と
二
千
年
、
圏
中
七
十
二
島
、
島
各
主
あ
り
、
列
し
て
諸
侯
と
震
る
。
美
加
多
、
園
を
纂
い
其

の
前
王
を
慶
し
て
よ
り
、
叉
各
島
主
の
権
を
制
る
。
島
主
、
柄
を
失
い
て
疑
を
懐
き
、
遺
民
、
奮
を
念
い
て
憤
を
蓄
え
、
常
に
一
旦
事
あ

ま
た

向
復
怨
を
高
麗
に
播
え
、
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ら
ば
聞
に
乗
じ
て
謹
起
せ
ん
こ
と
を
望
む
。

彼
昏
く
し
て
悟
ら
ず
、

圏
中
を
し
て
西
服
に
改
め
、

西
言
を
数



ぃ
、
書
を
焚
き
、
法
を
嬰
ぜ
し
む
。
是
に
お
い
て
園
を
通
じ
て
使
な
ら
ず
、
人
人
蹴
を
思
う
。

と
説
明
し
、

天
皇
家
と
徳
川
氏
を
混
同
し
た
上
で
維
新
を
易
姓
革
命
と
し
て
と
ら
え
、
新
政
府
が
推
進
し
た
摩
藩
置
懸
や
欧
化
政
策
の
意
義
を

(

部

)

(

創

出

〉

(

田

山

)

全
面
的
に
否
定
し
て
い
る
。
陳
其
元
は
同
治
元
年
准
軍
幕
府
に
入
り
、
一
八
七
一
年
伊
達
使
節
園
来
華
の
頃
上
海
知
豚
に
任
命
さ
れ
て
い
た
。
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叉
彼
は
、
封
日
傑
約
交
渉
の
蛍
事
者
で
あ
っ
た
鹿
賀
時
の
意
見
を
基
礎
と
し
て
「
日
本
近
事
記
」
を
執
筆
し
た
旨
明
記
し
て
い
る
。
こ
こ
に
見

あ
ろ
う
。

ら
れ
る
日
本
論
は
、
こ
の
頃
李
鴻
-
章
一
の
周
遊
に
あ
っ
て
洋
務
に
関
わ
っ
た
清
朝
官
人
の
日
本
観
を
あ
る
程
度
代
表
し
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
で

そ
の
後
、

一
八
七
七
年
に
は
東
京
に
清
園
公
使
館
が
開
設
さ
れ
、
清
国
政
府
は
漸
く
に
し
て
日
本
か
ら
そ
の
圏
内
事
情
に
つ
い
て
の
情
報
を

直
接
入
手
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
又

一
八
七
六
年
以
後
、
李
鴻
章一
は
朝
鮮
政
府
の
要
人
李
俗
元
と
の
聞
に
非
公
式
的
通
信
チ
ャ
ネ
ル
を

持
つ
に
至
り
、
こ
れ
に
よ

っ
て
、
清
園
が
日
本
の
封
外
侵
略
の
目
標
と
看
倣
す
朝
鮮
か
ら
、
日
朝
関
係
の
推
移
に
つ
い
て
の
情
報
が
も
た
ら
さ

(
町
∞
〉

れ
る
よ
う
に
な
る
。
か
か
る
情
況
下
で
清
朝
官
人
の
日
本
論
が
如
何
な
る
軌
跡
を
た
ど
る
こ
と
に
な
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し

--
、O
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3

)

日
清
修
好
俊
規
に
関
す
る
従
来
の
研
究
に
つ
い
て
は
、
佐
々
木
前
掲

論
文
の

「
は
じ
め
に
」
を
参
照
。
肇
湾
出
兵
と
そ
の
背
景
を
な
す
琉
球

錦
腐
問
題
に
つ
い
て
は
多
く
の
研
究
が
あ
る
が
、
漢
文
史
料
を
使
い
清

園
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事
情
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正
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縄
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と
お
号
、
2
・3
h苫
河
内
向
ミ
芯
ヌ
』
白
血
|
足
立
・
国
脳
同
国
内
田

g
(の
O

ロロ・〉

H
由
由
印
・

(
4
〉
中
園
人
の
明
治
維
新
観
と
い
う
問
題
に
関
し
て
は
、
佐
藤
三
郎
及
び

王
隣
秋
の
研
究
が
あ
る
。
だ
が
爾
者
と
も
、
一
八
七

0
年
代
末
以
後
来

日
す
る
中
園
人
が
書
き
記
し
た
記
録
の
類
を
主
た
る
史
料
と
し
て
使
っ

て
お
り
、
同
治
年
閲
に
見
ら
れ
た
日
本
論
に
は
紛
れ
て
い
な
い
。
佐
藤

三
郎
「
明
治
維
新
以
後
日
清
戦
争
以
前
に
於
け
る
支
那
人
の
日
本
研

究
」
『
歴
史
皐
研
究
』
、
八
三
誠
一
九
四

O
年
。
同
「
明
治
初
期
に
お

け
る
中
園
人
の
明
治
維
新
政
治
に
封
す
る
見
方
に
つ
い
て
」
『
山
形
大

皐
紀
要
〈
人
文
科
皐
〉
』
、
八
巻
四
誠
一
九
七
七
年
。
同
『
近
代
日
中

交
渉
史
の
研
究
』
、
吉
川
弘
文
館
一
九
八
四
年
。
王
晩
秋
「
清
末
中

園
形
形
色
色
的
明
治
維
新
観
」
『
世
界
歴
史
』
増
刊
(
『
明
治
維
新
的
再

探
討
』
)
、
一
九
八
一
年
。

(
5
〉
他
に
、
『
海
防
櫨
』
(
肇
北
中
央
研
究
院
近
代
史
研
究
所
一
九
五

七
年
)
、
『
清
季
中
日
韓
関
係
史
料
』
(
中
央
研
究
院
近
代
史
研
究
所

一
九
七
二
年
〉
、
中
園
史
拳
禽
編
『
洋
務
運
動
』
(
上
海
一
九
六
一

年
)
を
参
照
し
た
。
山
間
最
近
刊
行
さ
れ
た
『
近
代
中
国
封
西
方
及
列
強

認
識
資
料
集
編
』
第
二
輯
(
中
央
研
究
院
近
代
史
研
究
所
一
九
八
四

年
〉
は
、
同
治
年
聞
に
お
け
る
中
園
人
の
欧
米
及
び
日
本
認
識
に
関
わ

る
資
料
を
主
と
し
て
『
饗
緋
夷
務
始
末
』
や
官
僚
の
文
集
か
ら
集
め

た
、
頗
る
便
利
な
資
料
集
で
あ
る
。
但
し
彼
ら
の
日
本
論
に
関
す
る
史

料
が
全
て
こ
れ
に
枚
め
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

(

6

)

『
響
曲
脚
夷
務
始
末
』
(
肇
聯
園
風
出
版
社
影
印
、
一
九
七
二
年
)
、
威

墜
朝
、
巻
七
一
、
頁
二
五
裏
、
同
治
朝
(
以
下
「
夷
務

・
同
」
と
し
て

引
用
)
、
巻
四
七
、
頁
二

O
表
l
豪
。
『
李
文
忠
公
全
集
』
(
文
海
出
版

社
影
印
一
九
六
二
年
)
、
朋
僚
函
稿
(
以
下
「
李
集
・
朋
僚
」
と
し

て
引
用
)
、
各
て
頁
二
ニ
表
。

(
7
〉
例
外
と
し
て
、
一
八
七
二
年
の
マ
リ
ア
・
ル
l
ズ
貌
事
件
に
際
し
、

陳
福
勅
(
補
用
同
知
候
補
知
豚
〉
が
同
年
九
月
雨
江
総
督
の
も
と
よ
り

中
園
人
苦
力
引
取
り
の
た
め
日
本
へ
源
遣
さ
れ
て
い
る
。

(
8
〉
王
凱
泰
(
一
八
二
三
|
一
八
七
五
、
道
光
三

O
年
の
進
士
)
は
同
治

二
年
准
軍
幕
府
に
入
り
、
以
後
李
鴻
章
と
は
密
接
な
閥
係
に
あ
っ
た
。

王
爾
敏
『
准
軍士山
』
、
蔓
北
中
園
皐
術
著
作
奨
助
委
員
舎
一

九
六

七
年
、
頁
三
二
四
、
三
三
四
|
=
=
三
ハ
、
三
八
五
|
三
八
六
。

(

9

)

李
集
・
朋
僚
、
各
一
て
頁
二
七
表
。
向
慶
藩
置
懸
に
つ
い
て
は
、

ミ
寄
与
の
と

g
同
司

RHR
〈
以
下
弓
の
同
と
し
て
引
用
)
・
〈
ロ
¥
N
E

(
0
2
・
8
・
5吋
H

Y

喜
一・∞口

∞H
N
-

に
、
嘗
函
諸
侯

(
F
5
2
ω
〉
は

こ
の
大
舞
革
に
反
劃
し
て
い
な
い
が
、
今
後
ど
う
な
る
か
は
わ
か
ら

ぬ
、
と
報
ぜ
ら
れ
て
い
る
。

(
凶
〉
夷
務
・
問
、
各
八
四
、
頁
三
五
表
|
裏
。

〈
日
〉
問
書
、
巻
八
四
、
頁
一
一
一
六
表
1

裏
、
各
八
五
、
頁
三
八
表
|
三
九

表。
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(
ロ
〉
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
呂
質
強
「
中
園
早
期
的
輸
船
経
営
』
(
中

央
研
究
院
近
代
史
研
究
所
一
九
六
二
年
)
、
頁
二
三

O

二
五
五
、

に
詳
し
い
。

(
日
〉
『
海
防
槌
』
、
乙
、
福
州
船
廠
口
、
頁
三
二
六
。

(

U

H

)

李
集
・
朋
僚
、
各
二
一
、
頁
三
裏
四
表
。
向
李
鴻
章
は
、
五
月
一

四
日
附
黄
彰
年
宛
書
簡
に
お
い
て
も
、
日
本
は
「
上
下
心
を
一
に
し
て

西
土
に
坂
依
し
、
機
器
・
鎗
磁
・
戦
艦
・
鍛
路
は
事
事
に
英
美
に
法
を

取
る
」
と
論
じ
て
い
る
。
同
書
、
巻
一
二
、
頁
一
四
表
。

(
日
)
『
李
文
忠
公
金
集
』
、
奏
稿
(
以
下
「
李
集
・
奏
稿
」
と
し
て
引
用
〉
、

巻
一
九
、
頁
四
五
表
|
五

O
表。

(
国
)
田
保
橋
潔
『
近
代
日
鮮
関
係
の
研
究
』
全
二
崩
一
九
四

O
年
、
原

書
房
復
刻

一
九
七
三
年
、
上
巻
、
頁
八
七
o
H
C
E
・
3
・
g
l勾
・

(
げ
)
『
李
文
忠
公
全
集
』
、
謬
署
函
稿
(
以
下
「
李
集
・
誇
署
」
と
し
て

引
用
〉
、
各
て
頁
二
一
一
裏
|
一
四
表
。

(
叩
四
〉
切
引
の
同
〈
同
¥NOU(玄
R
n
r
N
N・
5吋
C
・
3
・
5
印
-
N
O
D
I
N
S
-
陪

殺
さ
れ
た
高
官
と
は
参
議
庚
淳
良
臣
の
こ
と
で
あ
る
。

(
四
)
田
保
橋
、
頁
八
九
!
九
九
。

-
C
E
-
-
u
司
・
印
斗
由

H.

(
初
)
王
襲
『
李
鴻
章
輿
中
日
訂
約
〈
一
八
七
一
)
』
、
中
央
研
究
院
近
代
史

研
究
所
一
九
八
一
年
、
頁
八
八
、
九
一
一
。
陳
欽
の
七
月
三
一
日
附
総

理
街
門
宛
函
を
引
用
し
て
い
る
。

(
幻
)
李
集
・
朋
僚
、
各
二
、
頁
六
表
。

(
幻
〉
田
保
橋
、
頁
二

O
三
l
一一一一一一。聞
C
S
・-者

-
H
g
H
2・

(
お
〉
前
註
(

3

)

に
穆
げ
た
諸
文
献
を
参
照
。
向
副
島
の
清
園
汲
遣
に
つ
い

て
は
次
の
論
文
に
詳
し
い
。
当

3
5
。・

ζ
円
巧

E
g
p
d
g

F
A
Z
Z
開

S
同

日

吋

『

oω

。3
5卵
玄
白
白
山
O
P

件。。
V-E-H∞吋

ω~

ミ
S

S司
S
H
Q
之
念

hvgms-Vハ
〉
(
)
〈

¥
ω
(
H
3
3
・

(
川
品
)
李
集
・
誇
署
、
巻
て
頁
四
三
表
。

(
お
)
佐
々
木
、
頁
二
八
三
て
三
六
、
を
参
照
。

(
お
)
李
集
・
誇
署
、
巻
て
頁
四
三
裏
|
四
五
表
。
向
副
島
使
節
圏
の

「
使
清
日
記
」
、
五
月
一
日
の
僚
は
、
朝
鮮
問
題
に
つ
い
て
は
鯛
れ
て

い
な
い
。
『
大
日
本
外
交
文
書
』
(
以
下
「
外
交
文
書
」
と
し
て
引
用
)
、

各
六
、
頁

二二
八

|
一一一一九
。

(
幻
〉
李
集
・
誇
署
、
巻
て
頁
四
六
表
。
向
こ
の
新
聞
情
報
は
、
完
合
同
・

〉
ハ

¥ω
己
申
(
〉
司
門
戸

ω"
同∞叶臼)・官官

-
N
S
I
N
S
一
凶

¥ω
忌
(
〉
司
円
二
回
。
)
・

司・

8
∞
・
に
基
づ
い
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
叉

&
に
・
・
司
句
・
ωH
印

ω
ロ・

に
は
、
開
・
4
〈

-rgd〈
に
よ
る
琉
球
論
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

論
文
は
、
新
井
白
石
の
『
琉
球
事
略
』
な
ど
に
接
っ
て
日
琉
関
係
史
、

就
中
薩
摩
藩
に
よ
る
征
服
の
こ
と
を
述
べ
、
さ
ら
に
琉
球
の
風
土
や
枇

禽
の
諸
相
に
つ
い
て
論
じ
て
お
り
、
頗
る
興
味
深
い
。

(
お
)
外
交
文
書
、
巻
六
、
頁
一
七
七
|
一
七
九
。

(
m
m
〉
中
園
側
史
料
で
は
、
こ
の
曾
談
に
つ
い
て
は
、
蓋
湾
出
兵
後
の
一
八

七
四
年
五
月
一
四
日
附
総
理
街
門
上
奏
(
夷
務
・
問
、
巻
九
三
、
頁
二

七
表
|
裏
)
の
中
で
鯛
れ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
柳
原
は

「
擬
遺
人
赴
生
番
慮
説
話
」
と
言
い
、
そ
の
後
鄭
永
寧
が

「
若
牽
湾
生

番
地
方
、
紙
以
遺
人
告
知
、
嗣
後
偽
有
日
本
人
前
往
、
好
鋳
相
待
」
と

述
べ
た
に
す
ぎ
ず
、
日
本
側
は
汲
兵
す
る
と
は
言
わ
な
か
っ
た
、
と
さ

れ
て
い
る
。
し
か
し
舎
談
蛍
時
清
園
側
が
渡
兵
の
意
味
に
理
解
し
て
い

た
こ
と
は
、
李
鴻
章
の
七
三
年
六
月
二
五
日
附
雨
江
総
督
李
宗
畿
宛
書

簡
〈
李
集
・
朋
僚
、
袋
二
二
、
頁
一

O
裏
)
に
、
「
牽
及
朝
鮮
、
輿
戎

肇
湾
生
番
等
事
」
が
問
題
と
な
っ
た
、
と
あ
る
こ
と
か
ら
推
測
し
う

一 50ー



455 

る。

(

m

叫
)
李
集
・
誇
署
、
巻

て
頁
四
八
裏
|
四
九
表
。

〈
幻
〉
同
書
、
巻
て
頁
四
九
表
l
裏
。
向
「
使
清
日
記
」
、
七
月
七
日
の

僚
は
、
李
・
副
島
倉
談
で
朝
鮮
問
題
が
話
題
と
な
っ
た
こ
と
を
-
記
し
て

い
な
い
。
外
交
文
書
、
各
六
、
頁
一
九
二
|
一
九
五
。

(
鈴
)
問
書
、
巻
六
、
頁
二

O
九
。
筒
前
註
(

m

m

)

を
参
照
。

(
お
〉
李
集
・
朋
僚
、
巻
二
ニ
、
頁
四
豪
。

(
引
品
)
李
集
・
誇
署
、
巻
て
頁
四
八
裏
。

(
お
)
陳
蘭
彬
は
、
前
引
の
一
八
七
二
年
一
二
月
四
日
附
書
簡
以
外
に
も
、

日
本
の
動
き
に

つ
い
て
の
報
告
を
李
鴻
章
に
迭
っ
て
い
る
。
本
ナ
鴻
登

は
、
七
三
年
七
月
九
日
附
総
理
街
門
宛
書
簡
で
、
朝
鮮
問
題
に
関
す
る

副
島
と
の
問
答
を
記
し
た
後
、
「
日
本
波
子
弟
赴
各
圏
、
皐
製
鎗
破
、

習
駕
輪
船
等
事
、
其
人
多
強
惇
之
気
、
且
購
回
後
門
鎗
磁
甚
多
、
不
知

其
意
何
居
、
殊
可
慮
耳
」
と
い
う
書
簡
を
在
米
の
陳
蘭
彬
か
ら
受
取
っ

た
と
述
べ
て
い
る
。
李
集
・
誇
署
、
各
て
頁
四
九
裏
。

(
お
)
外
交
文
書
、
巻
六
、
頁
二

O
八。

(
幻
)
管
見
の
限
り
で
は
、
清
末
官
人
の
日
本
論
で
堕
臣
秀
吉
に
言
及
す
る

の
は
こ
れ
が
最
初
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
は
、
日
本
の
脅
威
に
つ
い
て
論

ず
る
際
、
歴
史
上
の
例
と
し
て
は
倭
憲
の
こ
と
が
翠
げ
ら
れ
て
い
た
。

(
お
)
弓
の
戸
×
¥ω
ミ
(
冨
R
n
y
N
0・
5吋
3
・

3
・N
&
l
N
P
に
は
、
朝

鮮
の
朝
貢
使
か
ら
得
ら
れ
た
情
報
と
し
て
、
朝
鮮
で
は
園
王
の
父
が
不

法
に
も
掻
政
と
し
て
寅
権
を
握
っ
て
い
る
、
併
米
の
侵
攻
を
撃
退
し
た

後
、
掻
政
は
自
信
を
強
め
て
貴
族
や
人
民
に
謝
す
る
墜
政
を
強
化
し
て

い
る
、
と
い
う
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
日
本
に
関
し
て
は
、
朝
鮮

に
日
本
人
が
ま
だ
い
る
の
か
と
の
聞
い
に
封
し
、
朝
貢
使
は
、
約
三
年

前
に
日
本
人
は
全
員
自
開
園
し
た
と
聞
い
た
旨
答
え
た
、
と
の
み
記
さ
れ

て
い
る
。
町
内
-
Sに・
¥ω
。
∞
(
玄
白
『
n
r
N叶)・咽司
-
N
g
l
N町田・

(
鈎
)
前
註
(
3
〉
に
奉
げ
た
諸
文
献
を
参
照
。
と
く
に

JFロ
と
栗
原
の
研

究
が
詳
し
い
。

(ω
〉
夷
務
・
問
、
巻
九
三
、
頁
二
五
裏
1

一
一
六
裏
。

(
位
)
李
集
・
謬
署
、
巻
二
、
頁
二

O
表
|
裏
。

(
必
)
之
町
民
-

V

内回目
¥
ω
8
2
5・
N∞
-H∞
記
〉
噂
司
・
ロ
ω・
三

-
S
R・¥ω
怠

(
』

g-
∞
-
H∞記
γ
司
-Nア
ω印
ω
q
o
r・
3
・

3
・
H
8
1
5
?
ω
印叩

(問。『・

H
3・
3
・
5
m
l
l
H
S
L
8
2
0
r・
N
3・
3
・ミ
H
1
H
G
-
ロ印

|
見
P
H
g
l
g
H
一ω勾

(pp円

n
r
3・唱
-
S
N
一ω
g
(玄
白
nVHM)・

3
・MNO
l
N
N
r
u
g
(玄
曲
目
V
S〉・唱
-
E
H
U
S
H
(〉
司
ユ

-
8・
司
-

N
∞
∞
・
倫
嘗
時
日
本
政
府
は
、
江
藤
新
卒
ら
が
上
海
へ
逃
れ
た
か
も
し

れ
ぬ
と
疑
い
、
品
川
駐
上
海
領
事
を
通
じ
て
爾
江
総
督
李
宗
義
に
そ

の
逮
捕
引
渡
し
を
要
請
し
た
。
忠
弘
、
・
・

ω印
∞
(
三
釦
『
nrHN)・唱
-MN0・

夷
務

・
向
、
巻
九
九
、

頁
四一

裏
。
外
交
文
書
、
径
七
、
頁
二
九
三
。

(
必
)
え
・
弓
門
川
町
・
×
H
H
h
g
(玄
白
可
申
・

5
E
Y
E
-
8
ω
・
企
。
|
企
H・

(
必
)
李
集
・
羽
一
昨
署
、
巻
二
、
頁
二
八
表
。

(
必
)
夷
務
・
問
、
各
九
四
、
頁
三
七
表
。

(

M

叩
〉
李
集
・
朋
僚
、
巻
一
四
、
頁
二
裏
。

(
円
引
)
夷
務
・
問
、
巻
九
四
、
頁
三
七
表
|
一
袋
。

(
必
)
田
保
橋
、
頁
三
三
三

0
5
F
M
M
?
と
Hl
N区
・
原
田
環
「
朝
鮮
の

鎖
園
媛
夷
論
l
l
I
金
卒
歎
を
中
心
に
」
(
『
史
潮
』、
新
一
五
鋭
一
九

八
四
年
〉
は
、
こ
の
密
洛
の
到
来
を
創
期
と
し
て
、
朝
鮮
の
鎖
図
援
夷

期
(
一
八
六
六
1

八
O
年
〉
を
前
後
二
期
に
分
け
て
い
る
。
向
、
同

「
十
九
世
紀
の
朝
鮮
に
お
け
る
針
外
的
危
機
意
識
」
(
『
朝
鮮
史
研
究
曾
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論
文
集
』
、

一
一
一
集
一
九
八
四
年
)
を
併
照
。

(
必
)
夷
務

・
問
、
各
九
七
、
頁
一
五
裏
|
一
七
表
。

(
印
)
同
書
、
巻
九
七
、
頁
二
七
裏
1

二
八
表
。
向
総
理
街
門
は
、
朝
鮮
は

清
斡
宗
風
関
係
を
口
氏
に
そ
の
針
外
側
係
上
の
面
倒
を
構
図
に
押
し
つ

け
よ
う
と
し
て
い
る
、
と
考
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
米
朝
衝
突
に
関

す
る
一
八
七
一
年
一
二
月
二
四
日
附
の
総
理
街
門
の
片
奏
(
『
清
季
中

日
韓
関
係
史
料
』
、

一
八
八
文
書
、
夷
務
・
問
、
各
八
四
、
頁
二
四
表

上
一
袋
)
を
参
照
。

(
日
)
夷
務
・
問
、

巻
四
二
、
頁
五
O
哀
|
五
一
一
菜
、
六
五
一
一
袋
|
六
六
表
、

径
四
五
、
頁
一

O
裏
|
一

一一一一袋、各
八
O
、
頁
一
一
一
表
一
一
一
一
裏
、
頁

一
九
裏
二

O
裏。

〈
臼
)
佐
々
木
、
頁
三
六
、

四一

l
四
二
、
を
参
照
。

〈
臼
)
李
集

・
諜
署
、
巻
二
、
頁
二
四
表
|
装
。

(
臼
)
同
書
、
巻
二
、
頁
二
五
表
|表。

(
お
)
李
集

・
朋
僚
、
谷
一
四
、
頁
四
一
一
裂。

(
民
〉
李
集

・
課
器
、
谷
二
、
頁
三

O
一一袋。

(
町
出
〉
夷
務
・
向
、
各
九
八
、
頁
一
五
裏
l
一
六
表
。

(
四
叩
)
ミ
門
U
M
H
-
V
ハロ
¥
ω
宮
(
〉
官
ユ
-

N印

-
S
Z
)
・司・
ω
8
・

(
印
)
忌
ミ
・
・

ω
包
(
玄
ミ

ω
0
・

H

∞
叶
品
)
・
司
・
ミ
N
-

(
印
)
翠
湾
出
兵
の
初
期
、
遺
米
留
悠
一
'
生
幽
の
監
督
で
あ
る
容
闘
が
た
ま
た

ま
日
本
に
滞
在
し
て
お
り
、
李
鴻
章
の
も
と
で
日
本
外
務
省
は
蜜
湾

出
兵
を
阻
止
し
よ
う
と
し
た
、
と
い
っ
た
情
報
を
途
り
、
叉
制
到
米
及
び

削到日
外
交
交
渉
に
つ
い
て
進
言
し
て
い
る
。
但
し
容
閣
の
『
西
皐
東
漸

記
』
は
こ
の
こ
と
に
捌
刷
れ
て
お
ら
ず
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
李
集

・

誇
署
、
各
二
、
頁
二
六
裏
、
頁
三

O
表
|
裏
、
朋
僚
、
単
位
一
四
、
頁
六

主
衣
。

(
飢
)
李
集
・
謬
署
、
巻
二
、
頁
四
五
表
|
裏
。
円
同
・
之
の
同
-

V

〈円円同
¥ω
∞日

(ω
命
日

=
-
H巾

Y

H
∞叶品一)
・司
-
N川

wmw-

(
臼
)
夷
務

・
問
、
各
九
三
、
頁
四
三
哀
l
四
四
一談。

(
臼
)
同
書
、
各
九
五
、

頁

一
五
裏
|
二
ハ
表
。

(
臼
)
同
書
、
径
九
八
、
頁
一
九
表
|
一
一
一
裏
。
『
夷
務
始
末
』
で
は
六
笛

僚
は
省
略
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

『這
成
同
光
四
朝
奏
議
』

(
空
調
問
一
商
務
印
書
館
影
印

一

九

七

O
年
)
、
第
六
加
、
頁
一
一
六
一

O

|
一
一
六
一
四
、
を
見
ょ
。
向
、
総
理
街
門
上
奏
の
初
稿
が
、
『
洋
務
運

動
』
、
第
一
加
、
頁
二
七
|
二
九
、
に
牧
め
ら
れ
て
い
る
。

(
伍
)
夷
務

・
向
、
巻
九
八
、
頁
一
一
一
一一
表
1

二
七
表
、
二
九
表
裏
。

(
伺
)
同
書
、
巻
九
八
、
頁
四

O
表
|
四
二
表
。

(
肝
)
同
苫
、
各
九
八
、
頁
一
一
一
一
表
l
三
五
一
袋

(若
山
東
巡
獅
漕
運
総
督
文

出
階
)
、
頁
四
二
表
|
四
五
表
(
盛
京
将
軍
都
興
阿
)
、
各
九
九
、
頁
二
裏

ー
一
二
一袋

(雨
庚
総
督
英
翰

・
安
徽
巡
撫
裕
糠
)
、
頁
一
二
哀

三
四

一一袋

(
大
皐
土
直
線
総
督
李
鴻
章
〉
、
頁
三
四
裏
四
一
表
(
掘
削
江
巡
撫

国
間
昌
溶
)
、
四
四
一
袋
|
五
二
表
(
福
建
巡
撫
王
凱
泰
)
、
頁
五
二
表
|
六

一
一
一
袋
(
湖
南
巡
撫
王
文
詔
)
、
巻
一

O
O、
頁
一
表

一
一
表
(
雨
江

総
督
李
宗
義
)
、
頁
二
一
裏
|
一
八
裏
(
湖
康
総
督
李
翰
t
豆
、
頁
一
八

一一袋
|
二
二
表
(
闘
新
総
督
李
鶴
年
)
、
頁
二
二
表
l
二
八
表
(
江
西
巡

擬
劉
坤
一
)
、
頁
二
八
表
l
三
O
表
(
王
文
詔
)
、
頁
三
二
一
袋
四
二
一袋

(
山
東
巡
撫
丁
費
禎〉
、
頁
四
二
裏
1
凹
三
表
(
裕
稼
)
、
頁
四
三
表
l

四
四
表
(
江
蘇
巡
撫
呉
元
嫡
)
。
沈
夜
偵
の
上
奏
は
、
首
相
土
溶
瞬
『
皇

朝
経
世
文
縦
縞
』
(
文
海
出
版
社
影
印
、
沈
雲
潟
主
繍
『
近
代
中
園
史

料
叢
刊
』
第
七
五
輯
〉
、
第
五
郎
、
頁
二
六

O
O
二
六

O
七
、
及
び
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『
洋
務
運
動
』
、
第
一
班
、
頁
七
六
|
七
七
、
に
牧
め
ら
れ
て
い
る
。

叉
丁
目
昌
及
び
左
宗
裳
も
、
総
理
街
門
か
ら
諮
問
を
受
け
、
六
ヵ
僚
に

つ
い
て
の
意
見
を
具
申
し
て
い
る
。
『
皇
朝
経
世
文
綾
編
』
、
第
五
加
、

頁
二
六

O
七
|
二
六
二
四
、
『
左
文
袈
公
全
集
』
(
文
海
出
版
社
影
印

一
九
七
九
年
)
、
書
殿
、
巻

一
四
、
頁
四
六
裏
|
五
七
表
。

(
伺
〉
夷
務
・
問
、
各
九
九
、
頁
二
三
裏
l
二
四
裏
。
向
坂
野
正
高
は
、
こ

の
李
鴻
章
の
上
奏
を
、
「
第
法
論
的
な
愛
想
に
立
っ
て
い
で
す
こ
ぶ
る

注
目
に
償
す
る
L

と
評
し
て
い
る
。
坂
野
正
高
『
中
園
近
代
化
と
馬
建

忠』
、
東
京
大
皐
出
版
舎
一
九
八
五
年
、
頁
七
七
。

(
印
〉
夷
務
・
問
、
巻
九
九
、
頁
六

O
裏
|
六
一
宮
沢
。

(
m
N

〉

同
日
目
白
ロ
ロ
己
の
・
J

ヘ・出回
P

E
、H，
r
o
O
B曲
仲

間

以

o
z
n
可
。
己
高
問
。
一
口

。
r
z
p
H∞
斗
品
川
玄
R
E
s
o
u
o問。ロ臼
0

3
・司円
OR-o門
口
止
。
ロ
臼
0
1

h
h
n
M

、d
n
q
丸
、
。
言
語
お
目
。
」
「
与
2
Q
H礼
町

句

H
R札
R
F
V
ハ
〉
ハ
〈
(
巴
町
印
〉
・
劉
石

士
口
「清
季
海
防
輿
築
防
之
手
間
研
究
」
『
故
宮
文
献
』
、
二
巻
三
期
一

九
七
一
年
。

(
九
〉
夷
務

・問、

巻
九
九
、
頁
三
二
表
|
三
四
一
一
袋
、
李
集

・
奏
稿
、
各
二

四
、
頁
二
六
表
二
八
表
。

(

η

)

『
自
主
朝
経
世
文
繍
編
』
、
第
五
加
、
頁
一
一
六

O
八
|
一

一六

O
九
、
二

六
二

O
l二
六
二
一
。
向
丁
目
昌
の
海
防
論
に
つ
い
て
は
、
呂
質
強

『
丁
目
昌
輿
自
強
運
動
』
(
中
央
研
究
腕
近
代
史
研
究
所

一
九
七
二

年
〉
、
頁
一
九

0
1
一
九
六
、
二
一
一
一
一
ニ
|
二
四
て
を
参
照
。

(
乃
)
『
劉
坤
一
遁
集
』
(
北
京
中
華
書
局
一
九
五
九
年
)
、
第
四
加
、

書
醐
刷
、
頁
一
七
六

O
。
向
、
向
、
頁
一
七
五
て
を
参
照
。
胡
服
騎
射

の
風
を
採
用
し
た
越
の
武
飯
王
に
明
治
天
皇
を
な
ぞ
ら
え
る
例
は
、
金

安
清
「
東
倭
考
」
(
王
錫
旗
輯
『
小
方
壷
驚
輿
地
叢
紗
再
補
編
』
〔
庚

文
書
局
影
印
一
九
六
四
年
〕
第
一

O
峡
、
及
び
『
倭
繁
事
略
』
〔
中

園
歴
史
研
究
資
料
叢
書

一
九
五
一
年
、
上
海
書
庖
復
印
一
九
八
二

年
〕
に
所
牧
)
に
も
見
ら
れ
る
。
向
、
王
隣
私
、
頁
一
四
四
、
を
参
照
。

(
引
内
)
夷
務
・
問
、
巻
九
九
、
頁
五
一

一袋
。
王
凱
泰
と
李
鴻
章
の
関
係
に
つ

い
て
は
、
前
註
(

8

)

を
参
照
。
李
鴻
章
は
、
一
八
七
一
年
一
月
一

八
日

附
線
理
街
門
宛
書
簡
で
、
日
清
聞
の
銅
貿
易
が
威
噂
年
開
太
卒
天
園
の

た
め
に
廃
れ
、
洋
一
商
が
日
本
の
銅
を
輸
出
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
論
じ

て
い
る
が
、
日
本
の
窮
乏
化
と
い
う
こ
と
は
言
っ
て
い
な
い
。
李
集
・

謬
署
、
各
て
頁
一

O
表
。
叉
賂
軍
が
清
園
へ
の
銅
輸
出
を
濁
占
し
て

豆
利
を
え
た
と
い
う
見
方
は
、
前
掲
「
東
倭
考
」
に
も
記
さ
れ
て
い

る。

(
万
)
夷
務

・問、

各
一

0
0、
頁
四

O
裏
|
四
一
表
。
以
上
の
外
に
、
日

本
に
つ
い
て
は
、
署
山
東
巡
撫
漕
遁
総
督
文
彬
、
市
川
江
巡
撫
楊
昌
溶
、

雨
江
徳
督
李
宗
器
裁
が
簡
単
に
紛
れ
て
い
る
。
文
彬
は
、
日
本
は
「
例
制
相

甚
だ
置
く
、
事
事
に
西
洋
に
諸
問
を
仰
ぐ
も
、
な
お
丘
(を
練
り
武
を
修

が
た

め
」
て
お
り
、
そ
の
心
は
測
り
巨
ぃ
、
と
述
べ
て
い
る
。
楊
畠
溶
は
、

日
本
は
「
貧
小
の
園
」
で
あ
る
の
に
「
重
質
を
惜
ま
ず
、
対
め
て
西
法

に
師
う
」
と
し
て
、
中
園
も
妥
憤
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
す
る
。
李
宗
義

は
、
「
練
兵
」
に
関
し
、
明
代
の
倭
窓
は
「
戚
縫
光
等
、
陸
兵
を
精
練

帥
U
市十し
M

執
り

し
、
血
戦
す
る
こ
と
数
年
、
甫
て
其
の
衆
を
重
機
す
る
を
得
」
た
例
を

引
い
て
、
海
軍
よ
り
も
陸
軍
の
充
貧
に
力
を
注
ぐ
べ
き
で
あ
る
と
論
じ

て
い
る
。
夷
務
・
問
、

巻
九
八
、
頁
三
五
表
、
経
九
九
、
頁
三
六
表
、

各一

0
0、
頁
三
表
。

〈
符
)
李
集

・
謬明省
、
巻

て

頁
一

O
表
。
尚
衣
を
参
照
。
李
集

・
朋
僚
、

巻

一
て
頁
三
表、

一
O
裏
、
各
一
二
、
頁
一
四
表
。
夷
務

・
問
、
各
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九
三
、
頁
四
四
裏
(
李
鶴
年
〉
、
各
九
四
、
頁
三
一
袋
(
福
州
終
軍
文

短

・
李
鶴
年

・
沈
諜
検
)
。
『
明
史
』
、
日
本
体
、
に
は
「
倭
性
賠
」
と

あ
る
。

(
作
)
一
八
六
四
年
健
順
丸
で
上
海
に
入
浴
し
た
幕
吏
が
上
海
道
霊
際
費
時

に
頼
山
陽
の
『
日
本
外
史
』
を
贈
り
、
以
後
諸
藩
に
よ
っ
て
も
『
日
本

外
史
』
や
『
日
本
政
記
』
が
持
込
ま
れ
た
。
佐
藤
『
近
代
日
中
交
渉
史

の
研
究
』
、
頁
三
。
李
鴻
章
は
、
一
八
七
一
年
四
月
九
日
附
総
理
街
門

宛
書
簡
で
、

『
日
本
政
記
』
を
引
用
し
て
日
本
の
朝
鮮
侵
略
に
つ
い
て

論
じ
て
い
る
。
前
註
(
げ
)
を
参
照
。
同
年
七
月
に
来
撃
し
た
伊
達
使
節

闘
は
「
経
史
等
書
十
三
種
」
を
上
海
同
知
陳
福
効
に
引
渡
し
て
お
り
、

七
三
年
の
副
島
使
節
闘
も
『
大
日
本
史
』
や
『
日
本
外
史
』
を
総
理
街

門
や
同
文
館
に
熔
っ
て
い
る
。
外
交
文
書
、
各
四
、
頁
一
九
五
、
一
九

九、

各
六
、
頁

一
八
七
、
二
一
O。
李
鴻
笠
は
、
七
四
年
六
月
五
日
附

総
理
街
門
宛
書
簡
で
、
「
日
本
園
史
」
に
錬
っ
て
明
代
遺
日
使
節
が
拘

留
さ
れ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
が
、
こ
れ
が
何
れ
の
書
物
を
指
し
て
い

る
の
か
は
解
ら
な
い
。
李
集
・
誇
署
、
巻
二
、
頁
三
O
裏
。

(
刊
巾
〉
、
叶
釦
み
E
E
(リ
ruop
ニ
ロ
〈
O
M
Z
Z
3
0
『円、
E
E
n
r
J
Z
宍
宮
町
白
百
件

ro

〔

vy
wz
m
句。ユ
o
p
u・
』
or
ロ
穴
・
匂
包
『
rEwr・
2
同・・

叫d
b
q

の』
V

宮
内
お

司
。
、
R
O
A
R
P
E
r『
日
仏
向
。
(
玄

m
g
U
5
2・百

-5・

(
m
m

〉
和
田
博
徳
「
院
朝
中
期
の
清
と
の
関
係
(
一
八
四
O
l
一
八
八
五

年
)
」
山
本
逮
郎
編
『
ベ
ト
ナ
ム
中
園
関
係
史
』
、
山
川
出
版
社

一
九

七
五
年
、
頁
五
五
三
|
五
五
四
。
朝
鮮
へ
の
加
封
使
は
従
一
品
か
ら
正

三
品
ま
で
の
高
官
が
任
命
さ
れ
た
の
に
射
し
、
琉
球
・
ベ
ト
ナ
ム
へ
の

加
封
使
は
正
五
口
聞
か
ら
従
七
品
ま
で
の
中
堅
以
下
の
官
僚
が
任
命
さ
れ

た。

(
別
)
李
集

・
誇
器
、
巻
て
頁
四
九
表
。
夷
務
・
問
、
各
九
四
、
頁
四
表

(
文
湿
・
李
鶴
年

・
沈
藻
禎
)
、
巻
九
五
、
頁
三
七
表
(
文
彬
)
。

(
m
U

〉
佐
々
木
、
頁
三
八
。

(
位
〉
副
島
ら
と
ほ
ぼ
同
じ
頃
北
京
に
入
っ
た
朝
鮮
の
朝
貢
使
は
、
錦
園

後
、
「
倭
主
」
が
「
洋
曾
」
の
力
を
諮
り
て
「
関
白
」
(
徳
川
幕
府
〉
を

除
去
し
た
旨
朝
鮮
園
王
に
報
告
し
て
い
る
。
田
保
橋
、
頁
五
五
六
。
原

因
「
十
九
世
紀
の
朝
鮮
に
お
け
る
封
外
的
危
機
意
識
」
、
頁
九
五
。

(
部
)
王
錫
旗
輯
『
小
方
査
部
周
輿
地
叢
紗
』
、
康
文
書
局
影
印
一
九
六
四
年
、

第

二
ニ
加
、
頁
七
九
七
一
。
「
美
加
多
(
玄
長
邑
O
)
」
と
い
う
語
を
使

っ
て
い
る
こ
と
は
、
際
其
元
が
英
文
新
聞
か
ら
情
報
を
得
て
い
た
こ
と

を
推
測
さ
せ
る
。
向
、
佐
藤
「
明
治
初
期
に
お
け
る
中
園
人
の
明
治
維

新
政
治
に
射
す
る
見
方
に
つ
い
て
」
、
頁
一
二
九
、
を
参
照
。

(
制
)
王
爾
敏
、
頁
三
二
二
、
三
二
ハ
、
三
二
七
。

(
部
)
外
交
文
書
、
巻
四
、
頁
一
九
九
。
夷
務
・
問
、
各
八
四
、
頁
二
六

表。

(
M
W
)

田
内

5
・

3
・
2
H・
M
E
I
N
2・
N
3・
国
保
橋
、
頁
五
五
O
|
五
五

五
。
向
、
原
因
環
「
朝

・
中
『
雨
裁
鐙
制
』
成
立
前
史
|
|
李
裕
元
と

李
鴻
章
の
書
簡
を
一
過
し
て
|
|
」
(
飯
沼
二
郎

・
菱
在
彦
編
『
近
代
朝

鮮
の
粧
品
聞
と
思
想
』
、
未
来
祉

一
九
八
一
年
)
、
を
参
照
。
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THE DISCUSSIONS ABOUT JAPAN AMONG THE QING

　　

BUREAUCRATS BELONGING TO THE YANGWU

　　　

MOVEMENT IN THE LATTER PART OF THE

　　　　　

TONGZHI ERA―with specialemphasison

　　　　　　　　　　　

Li Hong Zhang 李鴻章

　　　　　　　　　　　　　　

SasakiＹ６

　　

The discussions about Japan among the bureaucrats　associated with

the Yangwu Movement after the conclusion of the Sino-Japanese Treaty

of Amity in 1871, being ａcontinuation of the discussions that had taken

place during the 1860s, dealt with 1) Japan's self-strengthening and ２)

the threat posed by Japan. In connection with the firstpoint, the scope

of the discussions widened from dealing with the westernization of the

military to dealing with the establishment of modern industries. In con-

nection with the second point, the view that if Japan became　of great

power, then, with the ｅχample of the Japanese pirates 倭寇in mind, she

would pose ａ threat to China, was already held during the 1860s, but

what caused ａｎχietyin the 1870s was Japan's invasion of Korea.　The

Chinese obtained their knowledge of Japan's selfstrengthening and internal

afEairs directly from newspaper reports, but about the state of affairsin

the relations between Japan and Korea they were only able to obtain

indirect and incomplete information and they were thus influenced by

historicalpreconceptions.　The dispatch of troops to Taiwan in 1874 took

the Qing authoritiesby surprise, as they thought that Japan's ｅχpansion

was in the direction of Korea, but it made them aware of the Japanese

domestic reasons leading to the dispatch of troops. Some of them paid

attention to the reforms of domestic politics,such as the abolitionof fiefs

and establishment of counties that had come in addition to the self-

strengthening policies･but they did not discuss the meaning behind the

overthrow of the Tokugawa Bakufu and the establishment of the Meiji

Restoration government.

－２


